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藤子不二雄�まんが展�
4月から後期高齢者医療制度が始まります�
春中ハンドインフォメーション�
家庭・地域・学校で育てよう  元気な青少年�
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「広報ひみ」は氷見市のホームページでもご覧いただけます。�

氷見市のホームページ　http://www.city.himi.toyama.jp/

［関連記事は28ページ］�

二十歳の門出 希望に満ちて�
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氷
見
市
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
�

氷
見
市
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
�

　
氷
見
市
で
は
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
拠
点
と
し
て
空
き
店
舗
と

な
っ
て
い
た
旧
北
陸
銀
行
氷
見
北
支
店
を
改
装
し
、
昨
年
１０
月
に
「
氷
見

市
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。�

　
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
館
を
記
念
し
て
、
今
年
１０
月
ま
で
、
氷
見
市
出

身
の
漫
画
家
藤
子
不
二
雄
�
先
生
の
ま
ん
が
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

月
は
、
こ
の
ま
ん
が
展
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

受付横には、藤子先生のごあいさつ。�
写真の横には直筆サインが添えられています。�

　長期保存のため、複
製したものを展示してい
ます。忍者ハットリくんな
ど一部の原画は、1月中
旬に展示替えを行いま
した。�

　旧･北陸銀行氷見北支
店の建物を活用して作られ
たギャラリーです。�

見覚えのある
建物と�

　　思う方も
多いのでは？

�見覚えのある
建物と�

　　思う方も
多いのでは？

�

ギャラリー内に
は、作品原画が

勢ぞろい！�

ギャラリー内に
は、作品原画が

勢ぞろい！�

実
際
の
本
と
大
き
さ
を
比
べ
て
み
ま
し
た
。
�

大
き
く
て
、と
っ
て
も
キ
レ
イ
で
す
ね
。
�
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　現代によみがえる「トキワ荘」。10月に行われたオー
プン式典では、藤子先生が昔を思い出しながら机に向か
われました。�

　ここでしか買えない掘り出し
ものもあるかも！？�

　靴を脱いで、カーペット
の上で自由に読んでいた
だけます。�

　また、この他にも、「まん
がワークショップ」や「アニ
メ上映」コーナーなどもあ
り、一日楽しく過ごすことが
できますよ！�

　ハットリくんがシンちゃんを背
負って郵便ポストの上を歩いて
います。これも潮風通りにあり
ます！�

�

　潮風通りではハットリくんたち
が自由自在に飛び回って（？）い
ます！�

　
い
か
が
で
し
た
か
？
�

　
ぜ
ひ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
潮
風
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
、
藤
子
作
品
の
魅
力
に
触
れ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！
�

�　
氷
見
市
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
�

　
開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
�

　
入

館

料
　
大
人
２
０
０
円
�

　
　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料
�

　
休

館

日
　
ま
ん
が
展
開
催
期
間
中
は
無
休
�

　
問
合
せ
先
　
企
画
広
報
室
�

　
　
　
　
　
　
　
74
‐
８
０
１
１
　
�

藤子先生グッズ
も�

　　　　　　
たくさん！�

藤子先生グッズ
も�

　　　　　　
たくさん！�

ギャラリーの外
も�

　見どころたっ
ぷり！�ギャラリーの外
も�

　見どころたっ
ぷり！�

展示スペース奥
の�

金庫には、�

「トキワ荘14号
室」が�

再現されていま
す。�

展示スペース奥
の�

金庫には、�

「トキワ荘14号
室」が�

再現されていま
す。�

２階には、�

藤子先生の作
品が�

ズラリ８５０冊も
！�

�

２階には、�

藤子先生の作
品が�

ズラリ８５０冊も
！�

�

　トキワ荘は、1952年から1982年にかけ
て東京都豊島区に実在したアパートで、手塚
治虫先生など数多くの漫画家が住んでいた
ことで有名です。「漫画界の梁山泊」「漫画家
の聖地」とも称されていました。�

至七尾市�

至高岡市�

●氷見市民病院�

上庄川� 北の橋� 比美乃江大橋�
国
道
1
6
0
号
� 国道415号�

■��

氷見市潮風�
ギャラリー�
氷見市潮風�
ギャラリー�

氷見フィッシャー�
　マンズワーフ�
海 鮮 館 �

海鮮館より�
徒歩3分！�
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老
人
医
療
費
が
増
大
す
る
中
、
現
役
世

代
と
高
齢
者
世
代
の
負
担
を
明
確
に
し
て
、

公
平
で
わ
か
り
や
す
い
制
度
に
す
る
た
め
、

新
た
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
独

立
し
た
制
度
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
す
。�

�ど
ん
な
制
度
な
の
？
�

制
度
の
仕
組
み
・
運
営
�

　
県
内
全
て
の
市
町
村
が
加
入
す
る
「
富
山
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」が
制
度
の
実
施
・

運
営
を
行
い
、
保
険
料
や
給
付
は
県
内
で
統
一

さ
れ
ま
す
。�

制
度
の
施
行
　
　
平
成
20
年
4
月
か
ら
�

役
割
分
担
�

■
広
域
連
合
の
役
割
　
保
険
料
率
の
決
定
・
賦
課
、

被
保
険
者
の
資
格
管
理
、保
険
給
付
 
�

■
市
の
役
割
　
保
険
料
の
徴
収
、窓
口
業
務（
届

出
・
申
請
受
付
な
ど
）�

今
ま
で
の
老
人
医
療
制
度
と
の
違
い
�

（
※
青
字
が
今
ま
で
と
の
変
更
点
）�

対
象
者
（
被
保
険
者
）�

●
７５
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
は
６５
歳
）
以

上
の
方
す
べ
て
�

保
険
料
の
負
担
�

●
保
険
料
は
個
人
毎
に
計
算
し
、原
則
と
し
て
年

金
か
ら
天
引
き（
介
護
保
険
と
同
様
）し
ま
す
。�

●
今
ま
で
自
分
で
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
か
っ

た
社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
の
人
も
負
担

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 
�

病
院
な
ど
で
の
自
己
負
担
�

●
一
般
の
方
は
1
割
負
担
、
現
役
並
み
の
所
得

の
方
は
3
割
負
担
と
な
り
ま
す
。�

保
険
証
�

●
1
人
に
1
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。（
氷
見
市
の

国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
世
帯
単
位
で
1
枚
）
 
�

�ど
ん
な
人
が
�

対
象
者
（
被
保
険
者
）
に
�

な
る
の
？
�

75
歳
以
上
の
方
�

◆
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
す
べ
て
の
方
が
加
入
と

な
り
、
そ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国
民
健
康
保

険
や
社
会
保
険
な
ど
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。�

◆
社
会
保
険
な
ど
の
75
歳
以
上
の
方
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
方
で
、
75
歳
未
満
の
方
は
、
国
民

健
康
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。�

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
�

◆
被
保
険
者
と
な
る
の
は
、
認
定
を
受
け
た
と

き
で
す
。
 
�

◆
平
成
20
年
3
月
ま
で
に
老
人
医
療
制
度
で
障

害
の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、引
き
続
き
、広

域
連
合
の
認
定
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま

す
。
 
�

◆
選
択
に
よ
り「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」に
加

入
し
な
い
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
た
だ
し
、「
障
害
認
定
の
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
資
格
非
取
得
届
出
書
」
を
富
山
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 
�

�保
険
料
は
�

ど
う
な
る
の
？
�

運
営
の
し
く
み
�

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
に
か
か
る
費
用
は
、
次

の
よ
う
な
割
合
で
負
担
さ
れ
ま
す
。（
窓
口
負
担

さ
れ
た
分
は
除
き
ま
す
。）�

①
公
費
（
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
） 

5
割
�

②
現
役
世
代
か
ら
の
支
援
（
若
年
者
の
保
険
料
）�

 

4
割
�

③
後
期
高
齢
者
加
入
者
の
保
険
料
 

1
割
�

保
険
料
の
決
め
方
�

�　
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。�

保
険
料
率
�

●
均
等
割
額（
4
0,
8
0
0
円
／
年
）と
所
得

割
率（
7.5
%
）を
合
計
し
、個
人
毎
に
決
定
さ

れ
ま
す
。�

賦
課
限
度
額
　
 
1
人
50
万
円
／
年
�

保
険
料
の
軽
減
�

①
所
得
が
低
い
世
帯
に
は
、
所
得
に
応
じ
て
均

等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。�

���������������②
社
会
保
険
等
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
の
軽
減
・

経
過
措
置
 
�

　
最
初
の
2
年
間
の
保
険

料
は
年
額
2
0,
4
0
0

円
（
均
等
割
額
の
2
分
の

1
）に
な
り
ま
す
。（
低
所

得
世
帯
で
7
割
軽
減
に
該

当
す
る
場
合
は
、
7
割
軽

減
が
適
用
さ
れ
ま
す
。）
 
�

　
な
お
、平
成
20
年
4
月

か
ら
平
成
21
年
3
月
ま
で

は
、特
例
が
あ
り
ま
す
。�

●●●●

・・・・・・・・・・・
 

・・・

（表１）保険料の軽減の種類について�

軽減割合�
�

7割軽減�
�

5割軽減�
�

2割軽減�

均等割額�
�

12,240円�
�

20,400円�
�

32,640円�

世帯主と後期高齢者の
前年所得の合計�

33万円以下��

33万円＋（24万5千
円×世帯主でない後期
高齢者の数）以下�

33万円＋（35万円×
後期高齢者の数）以下�

（表2）経過措置の特例�

時　　　期� 保険料�

平成20年4月～9月�

平成20年10月～　　
　      平成21年3月

�

全額免除�

2,000円�
（均等割額×１/２０）�

4



（表3）高額医療（自己負担限度額）�

区　　分 �

自�己�負�担�限�度�額�（�1�か�月�当�た�り�）�

外�来�
（�個�人�ご�と�）�

外�来�＋�入�院�
（�世�帯�単�位�）�

現役並み所得者� 4�4�,�4�0�0�円�
8�0�,�1�0�0 �円�+�（�医�療�費�－�2�6�7�,�00�0 �円�）�×�1�%�

※�4�回�目�以�降�は�、�4�4�,�4�0�0 �円�

一　　　　　般� 1�2�,�00�0 �円� 4�4�,�4�0�0 �円�

低 所 得 者�
（住民税非課税）�

Ⅱ�
（Ⅰ以外の方）�

8�,�00�0 �円�

2�4,�6�0�0 �円�

Ⅰ�
（年金受給額 80�
万円以下の方）�

1�5�,�00�0 �円�

全市町村が加入する広域連合�

公　費（約5割）�
［国：都道府県：市町村＝4：1：1］�

高齢者の保険料�
約1割�

被保険者�
（75歳以上の者）�

後期高齢者支援金（若年者の保険料）�
約4割�

各医療保険（健保、国保）の被保険者�
（0～74歳）�

医療保険者�
健保組合、国保等�

市 町 村� 社会保険診療報酬支払基金�

患
者
負
担

患
者
負
担
�

1
割
又
割
又
は
3
割
�

患
者
負
担
�

1
割
又
は
3
割
�

〈交付〉�

〈一括納付〉�

保険料�

年金から�
天引き�
年金から�
天引き�

口座振替�
銀行振込�
等�

口座振替�
銀行振込�
等�

後期高齢者の�
心身の特性に�
応じた医療�
サービス�

後期高齢者の�
心身の特性に�
応じた医療�
サービス�

後期高齢者医療制度の概要�

■■●●

●●●◆◆◆

◆◆

●

保
険
料
の
納
め
方
�

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
し
ま
す
。�

た
だ
し
、�

●
受
け
取
っ
て
い
る
年
金
額
が
年
額
１８
万
円
以

下
の
場
合
 
�

●
介
護
保
険
と
あ
わ
せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金

額
の
2
分
の
1
を
超
え
る
場
合
�

　
は
、口
座
振
替
や
納
付
書（
普
通
徴
収
）に
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 
�

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
�

　
滞
納
の
状
態
に
よ
り
、次
の
2
通
り
の
方
法

が
と
ら
れ
ま
す
。�

●
通
常
の
保
険
証
よ
り
有
効
期
限
の
短
い
保
険

証
（
短
期
証
）
を
交
付
し
ま
す
。�

●
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
全
額
自
己
負
担

と
な
る
証
（
資
格
証
）
を
交
付
し
ま
す
。�

�給
付
は
�

ど
う
な
る
の
？
�

　
後
期
高
齢
者
医
療
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　

給
付
の
種
類
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。�

（１）
病
院
な
ど
で
の
自
己
負
担
�

一
　
般
　

・・・・・・・・・・・
 1
割
�

現
役
並
み
所
得
者
　

・・・
 3
割
�

現
役
並
み
所
得
者
と
は
？
�

　
同
一
世
帯
に
住
民
税
課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以

上
の
被
保
険
者
が
い
る
方
。�

※
た
だ
し
、
被
保
険
者
の
収
入
の
合
計
が
次
の
場
合

は
、
申
請
す
れ
ば
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。�

　
単
身
世
帯
3
8
3
万
円
未
満
、
複
数
世
帯
5
2
0

万
円
未
満
 
�

（２）
高
額
医
療
�

　
1
か
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
限
度
額

を
超
え
た
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と
限

度
額
を
超
え
た
分
が
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
。（
表

3
）�

　
な
お
、低
所
得
者
の
Ⅰ
・
Ⅱ
は
、認
定
証
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、申
請
が
必
要
で
す
。�

（３）
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
�

（
標
準
負
担
額
の

自
己
負
担
が
必
要

で
す
。）�

���（４）
療
養
病
床
に
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
、
居

住
費
（
標
準
負
担
額
の
自
己
負
担
が
必
要
で
す
。）�

�（５）
葬
祭
費
�

　
被
保
険
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
申
請
に
よ

り
、
葬
儀
を
行
っ
た
人
に
対
し
て
葬
祭
費
と
し

て
3
万
円
支
給
し
ま
す
。�

（６）
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
制
度
�

　
医
療
保
険
・
介
護
保
険
の
両
方
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
1
年
間
の
自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ

た
場
合
に
限
度
額
を
超
え
た
分
を
支
給
し
ま
す
。�

※
平
成
２０
年
4
月
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
が
、

申
請
は
平
成
２１
年
の
8
月
か
ら
の
予
定
で
す
。�

�（７）
緊
急
的
な
や
む
を
得
な
い
移
送
費
�

※
広
域
連
合
が
認
め
た
場
合
に
限
り
ま
す
。�

�（８）
訪
問
看
護
療
養
費
（
自
己
負
担
あ
り
）�

●富山県後期高齢者医療広域連合　事業課�
 　076－465－7502�

●市民課医療保険・年金担当 　74－8061

後期高齢者医療制度に関する問合せ先�
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第3回  春中ハンド�
（春の全国中学生ハンドボール選手権大会）�

問合せ先 ───────────────────────�

春の全国中学生ハンドボール選手権大会氷見市実行委員会�
　74－8502�
ホームページ　http://www7a.biglobe.ne.jp/～haruhand

3月25日（火）　29日（土）�

第3回  春中ハンド�第3回  春中ハンド�第3回  春中ハンド�第3回  春中ハンド�第3回  春中ハンド�

会場�
ふれあいスポーツセンター、�
氷見高校、有磯高校�

地　　　　区� 都道府県�

朝日丘 �

岩上、村上、上伊勢、中伊勢、下伊勢、�
高砂町、地蔵町、朝日南部、朝日北部、�
田町、七軒町、御座町、南上、南中、�
南下、仕切、川原、松田江町�

神奈川県�
新潟県�
石川県�

東 �

湊、中町、浜町、新町、今町� 三重県�

本川、入船町、向島� 滋賀県�

加納町、宗源寺、諏訪野� 京都府�

池田町、北加納� 大阪府�

加　納 �

大野新、沖布、鞍川裏出、鞍川表出、�
有磯地区�

長崎県�

谷内、中程、浦出� 熊本県�

稲　積 �
間島、新道� 福岡県�

上稲積、下稲積� 佐賀県�

窪 �

園� 大分県�

柳田 1～ 6� 宮崎県�

柳田 7～ 11、事業団住宅� 鹿児島県�

窪� 沖縄県�

宮　田�

島尾� 愛媛県�

宮田、上泉、下田子、上田子、小竹、�
泉の杜�

高知県�

十二町�

上十二町、下十二町� 徳島県�

万尾、川尻、海津、下久津呂、上久津呂、�
粟原、中谷内、西朴木�

香川県�

布　勢 �
布施、深原、矢田部、三田窪� 広島県�

城飯久保、寺飯久保、飯久保新町� 山口県�

神　代 �
大浦、大浦市営住宅、大浦新町� 島根県�

堀田、神代、蒲田、矢方� 岡山県�

地　　　　区� 都道府県�

仏生寺 �

惣領、鞍骨、鉾根� 和歌山県�

寺中、大窪、脇之谷内、大覚口、上中、�
吉池、上原、細越�

鳥取県�

上　庄 �
大野、泉、中尾、上田� 兵庫県�

柿谷、七分一、中村� 奈良県�

熊　無 �
論田、熊無� 静岡県�

谷屋、新保� 愛知県�

速　川 �

小窪、田江、早借� 長野県�

小久米、日名田、三尾、床鍋、葛葉、�
日詰�

岐阜県�

久　目 �

久目、触坂、桑院 � 福井県�

赤毛、土倉、坪池、棚懸、一の島、上岩瀬、�
下岩瀬、老谷、見内�

山梨県�

余　川 �
余川（1・2・7）� 千葉県�

余川（3・4・5・6）� 東京都�

碁　石 �
上余川、寺尾、懸札� 群馬県�

吉懸、一刎、味川� 埼玉県�

八　代 �八代全域� 栃木県�

阿　尾 �
指崎、森寺、北八代� 福島県�

阿尾� 茨城県�

薮　田 �
小杉、泊� 秋田県�

藪田� 山形県�

宇　波 �
宇波、白川、下戸津宮、上戸津宮、大窪� 岩手県�

脇方、小境、大境� 宮城県�

女　良 �
中田、姿� 北海道�

中波、平の山、脇、長坂、平沢、吉岡、平� 青森県�

地区ごとに応援する都道府県の一覧�

春中ハンド �
インフォメーション�

　市民の皆さんと参加選手たちの交流を深めるため、今年の大会でも、「地区ごと
に応援する都道府県」を決めさせていただき、チーム応援団を結成する「応援サポー
ター」を市内各地区から推薦いただきました。�
　第3回大会開催に向けて、市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。�

　
春
中
ハ
ン
ド
公
募
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、　

そ
　

ね
　

曽
根
　

ま
い
　

か
　

舞
香
さ
ん
（
十
三
中
学

校
3
年
）
の
作
品
を
使
用
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。�
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入
選
入
選�

作
品
作
品�

入
選
入
選�

作
品
作
品�

●●●●●●●●●●●●�

元気な青少年！�
　近年、青少年を取り巻く環境は大きく変化しています。次世代
を担う青少年が、情報化、少子高齢化、国際化など現代社会の状
況に対応し、将来、社会の中で自立できる人として成長するため
には、魅力ある社会づくりを進めていくことが大切です。�
　氷見市の青少年が元気で心豊かに成長することを願って、家庭・
地域・学校でそれぞれの役割を考えてみませんか？�

問合せ先　生涯学習課　　74－8215

元気な青少年！�元気な青少年！�元気な青少年！�
家庭・地域・学校で育てよう�家庭・地域・学校で育てよう�

　市内のあらゆる年代の青少年が一堂に集い、日頃の生活体
験の中で感じ、思ったこと、家庭や社会で自ら果たすべき目
標などを発表します。また、子どもから高齢者まで、知って得
して元気になる講演会も同時開催します。ぜひお聞きください。�

日　時 2月23日（土） 午前9時30分～�

場　所 いきいき元気館3階ホール�

発表者 小学生2名、中学生2名、高校生2名�
 ボーイスカウト1名、青年会議所1名�

講演会 演題　「これ知ってた？」�
 　　　　～雑学が好奇心を呼ぶ～�
 講師　奥村　高幸　氏（日本旅行高岡支店長）�

講師プロフィール�

　大阪生まれ、海外駐在4年、世界の雑学を語りだしたら止ま
りません！NPO法人国際協力ネットワーク関西に所属し、ペルー
に学校も建てました。富山国際大学や高岡南高校でも講師を務め、
関西弁のおもろい話で大人気です！�

�
青少年の力強い発表と楽しい講演を聞いて�

　  みんなで人間力を高め、魅力ＵＰしましょう 

第34回 氷見市青少年意見発表大会�第34回 氷見市青少年意見発表大会�

最優秀賞最優秀賞�

平成19年度  「非行防止標語」�

　青少年育成氷見市民会議では、市内の中学生、
高校生を対象に「非行防止標語」を募集しまし
た。�
　今年度は高校生の部416点（300人）、中学
生の部292点（199人）の応募の中から、次の
6点が優秀作品として選ばれました。�

声に出して言おうその気持ち“ありがとう”�
氷見高等学校2年　上島　晶さん�

優秀賞優秀賞�

あなたにも誰かを救える優しい心�
氷見高等学校1年　布野　雅裕さん�

「やめよう」と自分に言おう！力強く！！�
有磯高等学校1年　辻口　　茜さん�

高校生の部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　・・・・・�

中学生の部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　　　・・・・・�
最優秀賞最優秀賞�

「大丈夫？」あなたの一言待っている�
南部中学校1年　萬谷　茉里乃さん�

優秀賞優秀賞�

さしのべて　優しい心とあなたの勇気�
北部中学校2年　谷澤　有希菜さん�

考えよう　やっていいこと悪いこと�
西條中学校2年　布尾　史佳さん�

十二町小学校2年�

澤村　奈月　さん�

窪小学校4年�

鎌仲　悟　くん�

比美乃江小学校5年�

菊池　佳恵　さん�

毎月第 3 日曜日は「とやま県民家庭の日」です�平成平成19年度年度�

「家庭の日」に関する�
作品コンクール�
富山県知事賞受賞作品�

平成19年度�

「家庭の日」に関する�
作品コンクール�
富山県知事賞受賞作品�

平成19年度�

「家庭の日」に関する�
作品コンクール�
富山県知事賞受賞作品�
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申
告
は

申
告
は 

自
分
で
書
い
て

自
分
で
書
い
て 

お
早
め
に
！

お
早
め
に
！�
申
告
は 

自
分
で
書
い
て 

お
早
め
に
！�

市
民
税
・
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。�

2
月
１８
日
（
月
）か
ら
3
月
１７
日
（
月
）ま
で
�

受
付
期
間�

税務課住民税担当�
　74－8043

����市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
�

�　
平
成
20
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
は
、
平
成

19
年
中
の
所
得
金
額
を
も
と
に
課
税
さ
れ
ま
す
。�

　
こ
の
基
礎
と
な
る
所
得
金
額
を
申
告
し
て
い

た
だ
く
の
が「
市
民
税
・
県
民
税
申
告
」で
す
。�

　
申
告
を
し
な
い
と
公
的
機
関
や
金
融
機
関
な

ど
へ
提
出
す
る
納
税
証
明
書
な
ど
が
発
行
さ
れ

な
か
っ
た
り
、国
民
健
康
保
険
や
保
育
料
、福
祉

関
係
の
給
付
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

　
前
年
の
所
得
金
額
を
正
し
く
計
算
し
て
申
告

し
ま
し
ょ
う
。�

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
�

　
平
成
20
年
1
月
1
日
現
在
、氷
見
市
に
住
所

が
あ
り
、
前
年
中
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
人
�

※
た
だ
し
、所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、

申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

①
営
業
、
農
林
水
産
業
、
不
動
産
賃
貸
、
保
険
満
期

金
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
ま
た
は
土
地
や
建

物
な
ど
財
産
を
売
っ
た
人
�

②
給
与
所
得
者
で
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
っ

た
人
�

③
年
間
を
通
し
て
一
定
の
と
こ
ろ
に
勤
務
し
て
い

な
い
人
ま
た
は
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

払
を
受
け
て
い
る
人
�

④
各
種
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
�

⑤
中
途
退
職
を
し
て
そ
の
後
働
い
て
い
な
い
人
�

⑥
収
入
が
な
い
の
に
配
偶
者
・
扶
養
控
除
の
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
人
�

⑦
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
収
入

や
所
得
が
な
い
人
�

※
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
申
告
書
を
お

送
り
し
ま
す
が
、
申
告
が
必
要
な
人
で
申
告
書

が
届
か
な
い
と
き
は
、
住
民
税
担
当
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

所
得
税
の
確
定
申
告
�

�　
平
成
19
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
期

間
は
2
月
18
日（
月
）か
ら
3
月
17
日（
月
）ま

で
で
す
。（
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
は
、
2

月
1
日
（
金
）
か
ら
高
岡
税
務
署
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。）�

　
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
�

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
で
、
平
成
19

年
中
の
所
得
が
、
扶
養
控
除
や
基
礎
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
人
�

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
�

②
給
与
所
得
者
で
、
年
収
が
2
千
万
円
を
超
え
る

人
ま
た
は
2
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
人
�

③
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
以
外
の
所
得
の
合

計
額
が
２０
万
円
を
超
え
る
人
�

④
満
期
保
険
金
な
ど
一
時
的
な
収
入
が
あ
っ
た
人
�

�　
申
告
が
で
き
る
人
�

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告
を

す
る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。�

①
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人
�

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人
�

③
住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
住
宅
を
新
築
、
購

入
ま
た
は
増
改
築
を
し
た
人
�

④
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か
っ
た
人
�

�　
申
告
に
必
要
な
も
の
�

①
申
告
書
（
自
分
で
書
き
ま
し
ょ
う
。）�

②
印
鑑
�

③
給
与
や
公
的
年
金
等
の
支
払
を
受
け
た
人
は
源

泉
徴
収
票
�

④
事
業
や
不
動
産
収
入
の
あ
っ
た
人
は
、
所
得
の

計
算
に
必
要
な
帳
簿
や
書
類
（
請
求
書
、
領
収
書
、

売
上
帳
、
仕
入
帳
な
ど
）�

⑤
そ
の
他
収
入
金
額
が
わ
か
る
書
類
�

⑥
生
命
保
険
、
地
震
保
険
、
国
民
年
金
な
ど
の
保

険
料
控
除
証
明
書
、
国
民
健
康
保
険
税
（
料
）、

介
護
保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収
書
�

　
申
告
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
�

送
信
で
き
ま
す
�

�「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
イ
ー
タ
ッ
ク
ス
‥
国
税

電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
）」
を
ご
存

知
で
す
か
？
�

�　
こ
れ
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
、自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か
ら
申
告
、納

税
及
び
各
種
申
請
・
届
出
が
で
き
る
便
利
な
シ

ス
テ
ム
で
す
。�

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
作
成
し
た
申
告

デ
ー
タ
を
、
同
コ
ー
ナ
ー
の
画
面
上
か
ら
そ
の

ま
ま
税
務
署
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
。�

　
な
お
、平
成
19
年
分
又
は
平
成
20
年
分
の
い

ず
れ
か
1
回
に
お
い
て
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用

し
て
申
告
す
る
と
、一
定
の
要
件
の
も
と
、い
ず

れ
か
の
年
分
で
最
大
5,
0
0
0
円（
そ
の
年
分

の
所
得
税
額
が
限
度
）
の
税
額
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。�

�○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.n
t
a
.g
o
.jp

/
�

��　
所
得
税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
　
　
�

問
合
せ
先
�

高
岡
税
務
署
　
　
21
‐
2
5
0
1
�

　
　
　
　
　（
高
岡
市
博
労
本
町
5
番
30
号
）�

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー（
音
声
案
内
）�

　
　
　
　
　
0
7
6
‐
4
4
2
‐
3
3
7
7
�
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平成19年分所得申告受付のご案内�

日　　時�
受 付 会 場 （対象地区） �

午前9時～午前11時� 午後1時～午後4時�

2月18日（月）�～
�

～
�

2月29日（金）�

氷見水産センター　TEL74-4860�
（市内全地区）�

3月3日（月） �

ＪＡひみ久目支所�
（久目地区）�

速川公民館�
（速川地区）�

ＪＡひみ双光支所�
（論田･熊無地区）�

農業総合管理センター�
（谷屋･新保･中村地区）�

3月4日（火） �

女良生活改善センター�
（女良地区）�

宇波公民館�
（宇波地区）�

ＪＡひみ八代支所�
（八代地区）�

碁石公民館�
（碁石地区）�

3月5日（水）�
ＪＡひみ仏生寺支所�
（仏生寺地区）�

十三公民館�
（布勢･神代地区）�

3月6日（木）�

3月17日（月）�

氷見水産センター　TEL74-4860�
（市内全地区）�

※上記期間中は市役所税務課窓口での相談受付はいたしませ�
ん。また、当日の混雑状況により、受付時間を早めに終了�
することがあります。�

※次の方は当会場では受付できません。高岡税務署で手続き�
を行ってください。�
●�　�土地や株式等の譲渡による所得がある方および税務署�か�
ら申告書が送られてきた個人事業主の方�

●�　�消費税、贈与税の申告を行う方�

──�！�！�申告に当たっての注意事項�！�！�──�
　税制の改正により以下の点が変更になりました。申告の際�
には十分ご注意ください。�

●�所得税の定率減税が廃止されました。�

　

　

　　

　　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
へ
�

�　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
平
成
19
年

中
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
を
集
計
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
あ
ら
か
じ
め
領
収
書

を
整
理
し
計
算
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。�

�農
業
所
得
の
あ
る
方
へ
�

　
申
告
に
は
、収
支
計
算
が
必
要
で
す
。�

　
収
支
計
算
と
は
、「
収
入
」と「
経
費
」を
集
計

し
、「
所
得（
利
益
ま
た
は
損
失
）」を
計
算
す
る

こ
と
で
す
。�

　
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
農
業
所
得

収
支
計
算
ソ
フ
ト
」を
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

○
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.c
it
y
.h
im
i.

t
o
y
a
m
a
.jp

/
̃
2
0
3
0
0
/
�

���税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
�

　
2
月
23
日
は「
税
理
士
記
念
日
」で
す
。今
年

は
、次
の
と
お
り
税
の
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

日
　
時
　
2
月
22
日（
金
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
�

場
　
所
　
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル
�

�

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
�

�　「
給
与
支
払
報
告
書
」の
提
出
は
お
済
み
で
す

か
？
�

　
従
業
員
の
方
の
平
成
19
年
分
の「
給
与
支
払

報
告
書
」は
、市
民
税
や
県
民
税
、所
得
申
告
の

重
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
速
や
か
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。�

提
出
先
　
税
務
課
住
民
税
担
当
�

　
　
　
　
　
　
　
74
‐
8
0
4
3

　
2
月
29
日
は
固
定
資
産
税
4
期
と
国
民

健
康
保
険
税
8
期
の
納
期
限
で
す
。
こ
れ

が
今
年
度
最
後
の
納
期
で
す
。�

　
納
期
限
を
過
ぎ
た
市
税
で
、納
め
忘
れ
て

い
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
納
付
忘
れ

の
納
付
書
が
な
い
か
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方

で
も
、口
座
の
解
約
な
ど
の
理
由
に
よ
り
納

付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
・
相
談
窓
口
�

　
税
務
課
納
税
担
当
　
　
74
‐
8
0
4
1

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
�

　上庄川沿岸に発生する大雨被害を軽減するため、上庄
川河口付近において河床掘削工事を実施します。このため、
工事期間中は、上庄川の船舶の往来ができなくなります。�
※なお、河川区域内の船舶の係留は、河川管理上支障があり、認
められていません。�

 工事期間　2月上旬～3月下旬�
 工事区間　上庄川河口～北の橋間�

 問合せ先　氷見土木事務所　　74 －0949

上庄川河口付近における�
工事の実施について�
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ご
安
心
く
だ
さ
い�

必
要
な
医
師
は�

確
保
し
ま
す
！�

───────────────�
　指定管理者の金沢医科大学では、
市民病院内に金沢医科大学氷見
市民病院開設準備室を設置して、
4月からの市民病院の公設民営
化に向けて、準備を進めています。�
　年末には、市と金沢医科大学合
同の記者会見を行い、指定管理者
制度移行後の市民病院の医療体
制などについて、金沢医科大学の
小田島理事長と竹越副理事長か
ら説明がありました。�
　今月は、その内容について、市
民の皆さんにお知らせします。�

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
て
�

医
師
の
確
保
に
つ
い
て
の
質
問
に
答
え
て
�

小
田
島
　

理
事
長
�

市
民
医
療
の
維
持
充
実
と
病
院
経
営
の
健
全
化
を
目
指
し
て�

市
民
病
院
経
営
改
革
特
集�

第8回�

指
定
管
理
者
と
し
て
の
決
意
�

指
定
管
理
者
と
し
て
の
決
意
�

小
田
島
　

理
事
長
�

医
療
体
制
に
つ
い
て
�

医
療
体
制
に
つ
い
て
�竹

越
　

副
理
事
長
�

　金沢医科大学では、今年4月か

ら金沢医科大学氷見市民病院で

働く看護職員・医療技術職員を市

内外から広く募集しています。�

募集期間�

2月1日（金）～2月14日（木）�
※募集要項など詳しくは、お問い合
わせください。�

問合せ先�

金沢医科大学氷見市民病院開設

準備室　　72－6383

●●●●●●●●お知らせ�

���������������������　
私
ど
も
は
、
医
師
不
足
の
解
消
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
で
き
る
医
療
シ
ス
テ
ム

を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
最
も
有
効
な
方
法
は
、
氷
見
市
の
「
指

定
管
理
者
制
度
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
私
ど
も
は
次
の
3
つ
の
点
か
ら
、
氷
見
市
民

病
院
を
一
生
懸
命
に
支
え
て
い
こ
う
と
考
え
ま

し
た
。�

①
氷
見
市
で
有
識
者
に
よ
る
改
革
委
員
会
を
作

ら
れ
て
、
こ
の
病
院
の
問
題
点
を
非
常
に
明
確

に
分
析
さ
れ
、
私
ど
も
が
そ
の
内
容
を
よ
く
理

解
で
き
た
こ
と
。�

②
市
長
を
は
じ
め
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
病
院

に
対
す
る
非
常
に
熱
い
思
い
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
。�

③
金
沢
大
学
と
富
山
大
学
か
ら
の
医
師
が
す
で

に
市
民
病
院
に
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
私
ど
も
金

沢
医
科
大
学
が
入
る
と
地
域
の
3
大
学
が
共

同
で
こ
の
市
民
病
院
を
支
え
て
い
く
仕
組
み

が
で
き
る
と
考
え
た
こ
と
。
こ
れ
に
よ
り
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
医
療
に
つ
い
て
心
配
す
る
こ

と
は
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
が
お
そ

ら
く
日
本
で
は
最
初
の
試
み
で
は
な
い
か
と

期
待
し
て
い
ま
す
。�

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
最
適
な
医
療
を
提

供
し
、
健
康
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
地
方
の
医
科

大
学
の
責
務
で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
。�

　
金
沢
大
学
と
富
山
大
学
、
そ
し
て
金
沢
医
科
大

学
の
3
つ
が
共
同
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
り
、
最
良
の
医
療
を
提
供
す
る
努
力
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

������　
4
月
1
日
か
ら
、指
定
管
理
者
と
し
て
金
沢

医
科
大
学
が
責
任
を
持
っ
て
鋭
意
努
力
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　

ベ
ッ
ド
数
　

　
2
5
0
床
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　

セ
ン
タ
ー
化
　

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
密
着
し
た
取

り
組
み
と
し
て
、「
セ
ン
タ
ー
化
」
を
1
つ
の
目

玉
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

　
セ
ン
タ
ー
化
の
内
訳
と
し
て
、�

●
が
ん
セ
ン
タ
ー
�

●
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
�

●
生
活
習
慣
病
セ
ン
タ
ー
�

の
3
つ
を
軸
に
医
療
体
制
を
形
作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
予
防
医
学
と
し
て
、「
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
」の
設
置
も
考
え
て
い
ま
す
。�

　

へ
き
地
診
療
　

　
氷
見
市
民
病
院
は
、従
来
か
ら

「
へ
き
地
診
療
」と
い
う
の
が
非
常
に
大
き
な
位

置
を
占
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
当
然
継
続

し
て
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　

診
療
科
　

�

▼
２０
の
診
療
科
を
持
続
・
充
実
し
て
4
月
1
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。�

　
今
ま
で
常
勤
の
先
生
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
診
療
科
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
鋭
意

努
力
し
て
常
勤
医
師
を
置
く
と
い
う
体
制
で
4

月
1
日
か
ら
臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

▼
北
陸
に
1
つ
し
か
な
い
高
齢
医
学
科
が
金
沢

医
科
大
学
に
あ
り
ま
す
の
で
、
氷
見
市
民
病
院
で

も
設
置
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理
に

尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

������　
金
沢
医
科
大
学
で
は
、非
常
勤
を
合
わ
せ
る
と
、

4
4
0
名
の
医
師
が
お
り
ま
す
。
氷
見
市
民
病

院
で
医
師
が
不
足
す
る
場
合
で
も
、
必
要
な
医

師
は
確
保
で
き
ま
す
。�

　
今
回
の
氷
見
市
民
病
院
の
よ
う
に
、
地
域
の

3
つ
の
大
学
が
連
携
・
協
議
し
て
医
師
を
確
保

し
、
医
療
を
維
持
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
は
全
国

的
に
も
珍
し
い
の
で
、
是
非
こ
れ
を
成
功
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�
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用語解説�

地方交付�税�地方公共団体が行うべき事務を遂�
行することができるよう、一定の�
基準により国が交付するもの。普�
通交付税と特別交付税がある。�

市 税�市が課税するもの。市民税、固定�
資産税、軽自動車税、市たばこ税、�
入湯税など。�

市 債�市が資金調達のために負担する債�
務で、その返済が将来にわたって�
行われるもの。つまり「市の借金」。�

県 支 出 金�県からの補助金、委託金など。�

国庫支出�金�国からの補助金、委託金など。�

民 生 費�社会福祉、児童福祉、生活保護な�
どに必要な経費。�

公 債 費�市債の返済などに必要な経費。�

衛 生 費�保健衛生、清掃などに必要な経費。�

土 木 費�道路橋りょう、河川、都市計画な�
どに必要な経費。�

総 務 費�総務管理、徴税、住民基本台帳、�
選挙などに必要な経費。�

農林水産業費�農業、林業、水産業などに必要な�
経費。�

教 育 費�小中学校、社会教育、保健体育な�
どに必要な経費。�

 �事業会計� �

水道事業�
会計�

区　分� 収　入� 支　出�

収益的収支� 16�億�3,051�万円� 15�億�9,119�万円�

資本的収支� 1�億�6,124�万円� 5�億�304�万円�

病院事業�
会�　�計�

区　分� 収　入� 支　出�

収益的収支� 58�億�7,173�万円� 58�億�8,015�万円�

資本的収支� 3�億�6,512�万円� 4�億�4,616�万円�

 �特別会計� �

区　　　　　分� 歳　入� 歳　出�

国 民 健 康 保 �険� 51�億�8,221�万円� 49�億�8,959�万円�

育 英 資 金� 1,137�万円� 1,137�万円�

下� 水� 道� 27�億�1,697�万円� 27�億�1,080�万円�

老 人 保 健 医 療 事 �業� 62�億�4,507�万円� 62�億�9,088�万円�

介護�
保険�

保 険 事 業 勘 �定� 41�億�1,217�万円� 40�億�7,177�万円�

介護サービス事業勘�定� 815�万円� 806�万円�

　平成18年度の歳入歳出決算が12月市議会定例
会で認定されました。一般会計の歳入では、前年
度に対して0.3％減、歳出では前年度に対して0.4
％減となりました。�
　また、事業・特別会計を合わせた歳出総額は
480億6,578万円で、前年度に対して1.2％減と
なりました。�

詳しくは、氷見市ホームページ内の財務課のページも
ご覧ください。�

決 算 報 告 �
平成18年度 氷見市各会計�一般会計�

２１５億６，２７７万円�２１５億６，２７７万円�
歳　出�

２２２億６，６９０万円�２２２億６，６９０万円�
歳　入�

民生費�
39億7,838万円�
（18.5%）�

公債費�
36億9,539万円�
（17.1%）�

衛生費�
29億4,098万円�
（13.6%）�

土木費�
28億3,543万円�
（13.1%）�

総務費�
24億1,837万円�
（11.2%）�

農林水産業費�
22億2,988万円�
（10.3%）�

教育費�

14億6,521万円�
（6.8%）�

その他�

19億9,913万円�
（9.4%）�

地方交付税�
77億8,029万円�
（34.9%）�

市税�
51億2,072万円�
（23.0%）�市債�

18億4,820万円�
（8.3%）�

県支出金�

16億7,904万円�
（7.6%）�

国庫支出金�

12億4,506万円�
（5.6%）�

その他�
45億9,359万円�
（20.6%）�
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食の語り部と�
楽しむ会�

　
12
月
市
議
会
定
例
会
は
、
12
月
5
日
に
開
会
し
、
18
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
、
平
成
19
年
度
の
一
般
、
事
業
、
特
別
の
各
会
計
の
補

正
予
算
案
な
ど
議
案
12
件
と
報
告
1
件
、
認
定
3
件
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
全
て

原
案
ど
お
り
可
決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

（
■
議
案
　
●
報
告
　
▼
認
定
）�

�����������

予
算
関
係
�

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）�

　
一
般
会
計
は
、
3
億
2
8
1
万
円
が
追
加

計
上
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
で
、平
成
19
年
度
の

予
算
総
額
は
2
1
7
億
2,
3
1
3
万
円
と

な
り
ま
し
た
。�

　
そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

●
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立
金
 

20
万
円
�

●
職
員
給
与
費
 

7
2
3
万
円
�

●
社
会
福
祉
事
業
振
興
基
金
積
立
金
�

 

2
3
0
万
円
�

●
ご
み
減
量
化
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事
業
費
�

 

90
万
円
�

●
市
道
稲
積
一
刎
線
道
路
改
良
事
業
費
�

 

3,
2
6
0
万
円
�

●
集
落
営
農
法
人
化
緊
急
対
策
事
業
費
�

　〈
新
規
〉 

60
万
円
�

●
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜
産
施
設
等
整
備
事
業
費
�

　〈
新
規
〉 

3,
9
2
4
万
円
�

●
氷
見
漁
港
製
氷
施
設
整
備
事
業
費
〈
新
規
〉�

 

1
億
8,
3
6
2
万
円
�

●
企
業
立
地
助
成
金
 

5
0
0
万
円
�

●
生
活
路
線
バ
ス
維
持
対
策
費
補
助
金
�

 

2,
2
0
3
万
円
�

●
統
合
校
跡
地
利
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
�

 

3,
5
1
2
万
円
�

●
そ
の
他
 

△
2,
6
0
3
万
円
�

事
業
・
特
別
会
計
補
正
予
算
�

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）�

収
益
的
収
入
 

△
19
万
円
�

収
益
的
支
出
 

△
42
万
円
�

資
本
的
支
出
 

△
4
5
6
万
円
�

■
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）�

収
益
的
支
出
 

△
7,
4
7
7
万
円
�

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
�

 

（
第
4
号
）�

歳
入
・
歳
出
 

2,
8
2
4
万
円
�

■
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）�

歳
入
・
歳
出
 

△
1,
5
3
7
万
円
�

■
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
�

 

（
第
3
号
）�

歳
入
・
歳
出
 

10
万
円
�

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）�

○
保
険
事
業
勘
定
�

　
歳
入
・
歳
出
 

△
6
1
3
万
円
�

条
例
関
係
等
�

■
氷
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
氷
見
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員

の
採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
�

■
氷
見
市
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�

■
氷
見
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
�

■
氷
見
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
�

●
地
方
自
治
法
第
1
8
0
条
に
よ
る
専
決
処

分
に
つ
い
て
�

（
9
月
定
例
会
か
ら
の
継
続
審
査
案
件
）�

▼
平
成
18
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
、
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
�

▼
平
成
18
年
度
氷
見
市
水
道
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
�

▼
平
成
18
年
度
氷
見
市
病
院
事
業
会
計
決
算

の
認
定
に
つ
い
て
�

人
事
関
係
�

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
�

越
田
　

悦
子
　（
伊
勢
大
町
一
丁
目
）
　
再
任
�

意
見
書
�

●
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
の
延
長
と
安

全
、
安
心
な
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
に

関
す
る
意
見
書
�

●
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問
題
の
早
期

解
決
を
求
め
る
意
見
書
�

●
「
割
賦
販
売
法
」
の
抜
本
的
改
正
を
求
め
る

意
見
書
�

●●●●●●●●●●�参加者募集�

食の語り部と�
楽しむ会�
食の語り部と�
楽しむ会�

　県の認定を受けた氷見の　県の認定を受けた氷見の「食の語り部」「食の語り部」が、が、料理の料理の
調理法や生産加工、その背景にある歴史･文化などに
ついて講演を行います。ぜひご参加ください。�
（当日はおみやげ付です！）�

　県の認定を受けた氷見の「食の語り部」が、料理の
調理法や生産加工、その背景にある歴史･文化などに
ついて講演を行います。ぜひご参加ください。�
（当日はおみやげ付です！）�

申込み・問合せ先　氷見市観光協会 　74－5250

※要予約　2/14（木）までにお申し込みください�

●食の語り部�

●日　時�

●場　所�

●テーマ�

青野　匡博さん （あけぼの庵）�

2月21日（木）　正午～午後１時３０分�

あけぼの庵（窪）�

うどんのあれこれ�

予約不要です。当日は直接会場へお越しください。�

●食の語り部�

●日　時�

●場　所�

●テーマ�

杉本　勲さん （ＪＡグリーンひみ）�

2月28日（木）　午前１０時～午前１１時�

ＪＡグリーンひみ（朝日丘）�

はと麦�

入場�
無料�

こ
し
 だ
 
え
つ
 こ
�
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住
民
健
診
（
基
本
健
康
診
査
）
が
変
わ
り
ま
す
！
�

平
成
２０
年
度
か
ら�

住
民
健
診
（
基
本
健
康
診
査
）
が
変
わ
り
ま
す
！
�

　
平
成
20
年
度
か
ら
、
従
来
行
っ
て
い
た
「
基

本
健
康
診
査
」
に
か
わ
り
「
特
定
健
診
」
が
始
ま

り
ま
す
。
特
に
、
40
歳
〜
74
歳
の
方
の
健
診
の

受
け
方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。�

特
定
健
診
っ
て
？
�

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
、生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
健
診
で
す
。�

　
心
疾
患
と
脳
血
管
疾
患
が
日
本
人
の
死
亡
原

因
の
3
割
を
占
め
、
ま
た
、
糖
尿
病
の
増
加
が

問
題
に
な
っ
て
お
り
、
氷
見
市
も
同
じ
現
状
で

す
。こ
れ
ら
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、内

臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）の
改
善
が
必
要
で
す
。�

　
そ
こ
で
、
新
た
に
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
調
べ
る

腹
囲
測
定
（
お
へ
そ
ま
わ
り
）
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
検
査
が
加
わ
る
な
ど
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
を
見
つ
け
出
す
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。�

　
健
診
後
に
は
、
受
診
者
の
方
自
身
が
生
活
習

慣
の
問
題
点
を
見
つ
け
改
善
し
、
生
活
習
慣
病

を
防
ぐ
サ
ポ
ー
ト
も
始
ま
り
ま
す
。
生
活
習
慣

を
見
直
し
、健
康
的
な
生
活
を
送
る
た
め
に
も
、

必
ず
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。�

特
定
健
診
の
対
象
者
は
？
�

40
〜
74
歳
で
、
そ
の
年
度
を
通
じ
て
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
全
て
の
方
が
対

象
者
と
な
り
ま
す
。�

具
体
的
な
健
診
の
受
け
方
は
？
�

次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。�

①
４０
〜
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
�

　「
氷
見
市
」が
特
定
健
診
の
実
施
者
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
住
民
健
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。な
お
、健
診
の
時
期
が
近
く
な
っ
た
と

き
に
、対
象
者
に
は「
受
診
券（
問
診
票
）」を
発

行
す
る
予
定
で
す
。�

②
４０
〜
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
（
会
社
員

や
そ
の
家
族
（
被
扶
養
者
）
の
方
な
ど
）�

　
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
行
う
特
定
健

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。被
保
険
者
本
人
は
、氷

見
市
の
住
民
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。�

　
た
だ
し
、家
族
の
方（
被
扶
養
者
）に
つ
い
て

は
、
住
民
健
診
を
利
用
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。詳
し
く
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者
か
ら

の
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

③
７５
歳
以
上
の
方
�

　「
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」が
保
険
者
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
市
の
住

民
健
診
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

④
４０
歳
未
満
の
方
�

　
職
場
な
ど
で
健
診
を
受
け
る
機
会
が
な
い
方

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
の
住
民
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

健
診
の
受
け
方
が
変
わ
る
の
は
な
ぜ
？
�

健
診
の
実
施
者
が
、
市
町
村
か
ら
医
療

保
険
者
（
※
）
に
変
わ
る
た
め
で
す
。�

　
増
え
続
け
る
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者

が
責
任
を
持
っ
て
健
診
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。�

※
医
療
保
険
者
　
健
康
保
険
組
合
･
政
府
管
掌

保
険
組
合
、
共
済
組
合
、
国
民
健
康
保
険
組
合
な

ど
の
こ
と
で
す
。
医
療
保
険
者
は
、
お
持
ち
の
保

険
証
で
確
認
で
き
ま
す
。�

が
ん
検
診
な
ど
は
ど
う
な
る
の
？
�

今
ま
で
ど
お
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。が
ん
検
診
や
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、歯
周
疾

患
検
診
、肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
な
ど
は
、こ
れ
ま

で
ど
お
り
氷
見
市
が
行
い
ま
す
。
職
場
な
ど
で

受
診
の
機
会
が
な
い
方
は
、
住
民
健
診
で
こ
れ

ら
の
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

�　
今
後
、
住
民
健
診
の
日
程
や
費
用
な
ど

の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
あ
ら
た
め
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。�

　
ま
た
、
詳
し
く
は
加
入
さ
れ
て
い
る
医

療
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�問
合
せ
先
　
健
康
課
　
　
74
‐
8
0
6
2
�

　
　
　
　
　
市
民
課
　
　
74
‐
8
0
6
1

平
成
19
年
度
�

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
�

島
尾
地
区
自
主
防
災
会
で
�

防
災
資
機
材
等
を
整
備
�

　
島
尾
地
区
自
主
防
災
会
が
、
島
尾
駅
前
付
近
の

住
宅
密
集
地
で
、
道
路
が
狭
く
消
防
車
輌
が
進
入

で
き
な
い
街
頭
に
消
火
器
ボ
ッ
ク
ス
・
消
火
器
を

設
置
し
た
ほ
か
、
担
架
、
メ
ガ
ホ
ン
な
ど
の
防
災

資
機
材
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

住
民
の
防
災
活
動
へ
の
関
心
は
高
ま
り
、
熱
心
な

自
主
防
災
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
収

入
を
財
源
と
し
て
、
文
化

振
興
事
業
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
に
助
成
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と

と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広

報
事
業
を
行
う
も
の
で
す
。�13 2008.2月号�



○糖尿病教室（場所：糖尿病センター）�
　2月14日（木） 11：30～14：00�

○婦人科 �
女性専用外来 毎週金曜日　14：00～16：00�
　　予約制（� 74－1900）�
思春期外来 毎週月曜日　15：30～16：30

休日診療当番医（9：00～17：00）�

市民病院からのお知らせ（　74‐1900）�

－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － �
休館日：2／4、11、18、25（月）、29（金・月末）、3／3（月）�
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － �
「いずみの会」の紙芝居・本の読み聞かせ�
日時：2／23（土）午後3時から　場所：図書館児童室�
－ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － �
移動図書館の巡回は、今月はお休みです。�

新着図書レビュー�

 2 月 3 日 中村記念病院 島尾 　 91‐1307�

 （日） なかおき歯科医院 射・戸破 　 57‐3488�

 2 月10日 澤武医院 幸町 　 72‐0118�

 （日） 岩井歯科医院 高・東下関 　 21‐6257�

 2 月11日 白石整形外科医院 柳田 　 91‐5355�

 （月・祝） 岩崎歯科医院 高・大坪町 　 25‐8129�

 2 月17日 松井内科クリニック 伊勢大町2丁目 　 72‐0074�

 （日） 林歯科医院 高・戸出町 　 63‐0158�

 2 月24日 福老館クリニック 堀田 　 91‐7720�

 （日） やきた歯科医院 高・戸出町 　 63‐5758�

 3 月 2 日 中村記念病院 島尾 　 91‐1307�

 （日） 茶谷歯科クリニック 高・下伏間江 　 28‐1182�

 3 月 9 日 整形外科伊藤医院 窪 　 91‐0220�

 （日） 倉田歯科医院 本町 　 74‐5371

図書館インフォメーション�図書館インフォメーション�火災や救急指定病院の問い合わせ 　 74‐9999�

災害などの情報提供・問い合わせ 
　 74‐8021�

 　 74‐8100（夜間）�

漏水連絡 
　 74‐8207�

 　 74‐8100（夜間）�

ケーブルテレビでは、火災・災害時の情報提供を行っています。�
5，9チャンネル …………………… 災害時の道路情報など�
11チャンネル ……………………… 火災情報など�

※変更となることがありますので、当日の新聞などで必ずお確かめください。�

「人間力」の育て方 堀田力／著　集英社�

　教育行政の迷走、社会のひずみ、大人の無責任、家族
形態の急激な変化などのしわ寄せが、「子どもたち」に
向かっている。元東京地検特捜部鬼検事で、今は各界の
ご意見番としても活躍する著者が、独自の「人間力」を
語る、さわやか教育論。自分で生きて行く力と、他人を助
け、他人に助けられる力をやさしく提言する。�

記憶がなくなるまで飲んでも、なぜ家に
たどりつけるのか？�
 川島隆太・泰羅雅登／著　ダイヤモンド社�

　「酒と脳のアブナイ関係」を“飲めない”川島隆太と“底
なし”泰羅雅登の二人の脳科学者がオモシロまじめに
大討論。脳にとって、酒は百薬の長なのか？それとも…。
また、 脳が最も活性化するときは、ほろ酔い状態のとき
であることなど、酒が引き起こす脳のフシギを続々と紹
介する。�

Ｙ氏の終わり スカーレット・トマス／著　早川書房�

一休とは何か 今泉淑夫／著　吉川弘文館�

養老訓 養老孟司／著　新潮社�

よくわかる東洋医学のしくみ 青山麻美／著　ナツメ社�
江戸の子育て読本 小泉吉永／著　　小学館�

マザーツリー Ｃ・Ｗニコル／著　静山社�

日本食生活史 渡辺実／著　吉川弘文館�

面白いほどよくわかる日本の神様�
 田中治郎／著　日本文芸社�

行政相談 2/4、18、25、3/3（月）�
 13：00～16：00 市役所相談コーナー�

年金相談 2/13、3/12（水）�
 10：00～15：00 市役所5階会議室�

住宅相談 2/7、3/6（木）�
 10：00～16：00 市役所市民ホール�

人権相談 2/14、3/13（木）�
 13：00～16：00 市役所5階会議室�

無料法律相談 2/21（木）�
 13：00～16：00 中央公民館  4階会議室�
 〈要予約〉 2/20（水）午前8時半から�
 電話のみで受付（市民課  　74‐8010）�
 （定員になり次第締め切ります。）�

無料調停相談 2/27（水）�
 9：00～15：00 市役所5階会議室�

税理士による無料税務相談�

　2/28（木）　13：00～15：00�
　北陸税理士会高岡支部（本丸会館）�
　〈要予約〉2/22（金）10：00～受付開始　　25‐6624�

暮らしの中の法務なんでも休日相談所（予約不要・無料）�

　2/24（日）　9：00～16：30　富山地方法務局�
 （富山市牛島新町11-7  富山合同庁舎2階）�
　相談内容　土地・建物・会社・法人などの登記、戸籍・国籍、�
　　　　　　供託、人権擁護、相続などについて�
　問合せ先　富山地方法務局総務課　　076‐441‐0550�

相続登記・遺言・後見の特設無料相談会�

　2/20（水）　10：00～15：00　高岡市役所8階会議室�
　問合せ先　富山県司法書士会　　076‐431‐9332

みんなの相談コーナー（　74‐8010）�

演 題　人権と格差社会�
　　　　－憲法の視点から日本の格差を考える－�

講 師　ジャーナリスト　斎藤　貴男　氏�

入 場 無 料 �2月9日（土） 午後2時～�
場所：明治安田生命ビル地下ホール（富山駅前）�

問合せ先　富山県司法書士会　　076 －431 －9332

憲法講演会�富山県司法書士会主催�憲法講演会�
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第23回 公民館まつり�

問合せ先　中央公民館  　 74‐8240

3月2日（日） 9：00～16：00�
ところ  中央公民館（教育文化センター4階）�

第23回 公民館まつり�

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 催し物 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐�
①作品展（9：00～16：00）�
絵画、絵手紙、華道（草月・池坊・　　
嵯峨御流）�

②お茶席（10：00～15：00）裏千家�
③舞台発表（13：00～16：00）�
詩吟、謡曲、茶道吟（薮の内）、箏曲�

その他　お茶席券（300円）は、中央公
民館で前売りしています。�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10�

11�

12�

13�

14�

15�

16�

17

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

18�

19�

20�

21�

22�

23�

24�

25�

26�

27�

28�

29�

1�

2�

3�

4�

5

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

3/

市民健康大学「こころの健康づくり講演会」�
 （いきいき元気館）13：30～［20ページ］�
�

�
�
�

�
�
�

氷見まちづくりフォーラム（いきいき元気館）�
 13：00～［24ページ］�
�

�
�
�

第34回氷見市青少年意見発表大会�
 （いきいき元気館）9：30～［7ページ］�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

博物館特別展「明治から昭和へ」�
 （博物館・～3/23）［16ページ］�
�

�
�
�

第23回公民館まつり（中央公民館）9：00～�
保健・福祉・医療関係者のつどい�
 （いきいき元気館）13：30～［16ページ］�

�
�
�

ひみ田園漁村空間博物館推進大会�
 （ふれあいスポーツセンター）14：30～�
�

ひみボランティアのつどい　（いきいき元気館）�
 10：00～［1月号16ページ］�
�

�
�
�

�
農業委員会定例総会（市役所第1委員会室）14：00～�

�

�
�
�

第2回食育サポートスタッフ養成講座�
 （いきいき元気館・～2/8）10：00～�
 ［1月号26ページ］�

�
�
�

�
�
�

�
雪と遊ぼう赤毛フェスタ（赤毛）10：00～［16ページ］�

�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

働き盛りのためのよろずセミナー�
 （いきいき元気館）15：00～［1月号8ページ］�
�

定置網漁業国際交流事業市民報告会�
 （いきいき元気館）10：00～［16ページ］�

□　●　建国記念日�

家族介護教室�
 （障害者福祉センター我家）10：00～［16ページ］�
市民健康大学「メタボリックシンドローム予防教室」�
 （いきいき元気館）13：30～［20ページ］�
お魚さばき方教室�
 （いきいき元気館）14：00～［17ページ］�
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国
民
年
金
か
ら
の�

お
知
ら
せ�

����国
民
年
金
保
険
料
は
�

全
額「
社
会
保
険
料
控
除
」の
�

対
象
に
な
り
ま
す
。�

　
今
年
も
所
得
の
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。�

　
平
成
19
年
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。�

　
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
を
す
る
際
に
は
、保

険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、お
手
持
ち
の
領
収
証
書
ま

た
は
社
会
保
険
庁
か
ら
お
送
り
す
る「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。控
除
証
明
書
の
送
付
時
期
は
次
の

と
お
り
で
す
。�

①
平
成
19
年
1
月
1
日
か
ら
10
月
1
日
ま

で
に
保
険
料
を
納
め
た
方
�

　
　
　
・・・
平
成
19
年
11
月
に
送
付
済
�

②
平
成
19
年
10
月
2
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
に
こ
の
年
初
め
て
保
険
料
を
納
め
た
方
�

　
　
　
・・・
平
成
20
年
2
月
上
旬
の
予
定
�

�問
合
せ
先
�

　
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�

　
　
0
5
7
0
‐
00
‐
9
9
1
1
�

　（
平
成
20
年
3
月
14
日
ま
で
の
平
日
�

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）�

○
な
お
、
税
務
申
告
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
高

岡
税
務
署
（
　
21
‐
2
5
0
1
）
へ
ご
確
認
く
だ

さ
い
。�

イ
ベ
ン
ト�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

雪
と
遊
ぼ
う
赤
毛
フ
ェ
ス
タ
�

　
雪
を
使
っ
た
楽
し
い
遊
び
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
�

日
　
時
　
2
月
10
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
�

場
　
所
　
赤
毛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
付
近
�

内
　
容
　
①
鍋
コ
ー
ナ
ー
　
②
竹
ス
キ
ー
教
室

③
そ
の
他
、雪
を
使
っ
た
催
し
�

※
ミ
ニ
シ
ャ
ベ
ル
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
竹

ス
キ
ー
は
用
意
し
て
い
ま
す
が
、
ミ
ニ
ス
キ
ー
を
お

持
ち
の
方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
先
�

　
農
林
課
田
園
漁
村
空
間
整
備
推
進
班
�

　
�
74
‐
8
0
3
6
�

�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

定
置
網
漁
業
国
際
交
流
事
業
市
民
報
告
会
�

「
越
中
式
定
置
網
を
世
界
へ
」�

　
氷
見
市
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
今
年
ま
で
の
5

年
間
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業
な
ど
に
よ

り
、
タ
イ
国
へ
定
置
網
漁
業
の
技
術
支
援
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
り
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
事
業
経
過
な
ど
に
つ

い
て
説
明
す
る
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。�

　
な
お
、
当
日
は
世
界
三
大
ス
ー
プ
の
一
つ
で
タ
イ

の
代
表
料
理
「
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
」
を
皆
さ
ん
に
召
し

上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
タ
イ
の
食
文
化
に
も
触
れ
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。�

日
　
時
　
2
月
17
日（
日
）　
午
前
10
時
〜
�

　
　
　
　
開
場
　
午
前
9
時
30
分
�

場
 
所
　
い
き
い
き
元
気
館
3
階
ホ
ー
ル
�

講
 
師
　
東
京
海
洋
大
学
教
授
　

有
元
　

貴
文
氏
、�

　
　
　
　
武
田
　

誠
一
氏
、馬
場
　
治
氏
　
ほ
か
�

入
場
料
　
無
料
�

そ
の
他
　
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
の
試
食
は
、準
備
の
都

合
上
、
申
込
順
2
0
0
名
様
ま
で
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

申
込
み
方
法
　
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
必
要
事
項
・
氏
名
、

年
齢
）�

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
水
産
漁
港
課
�

　
　
74
‐
8
1
0
1
　
F
A
X
74
‐
8
1
0
4
�

　su
isan

g
y
o
k
o
u
@
city

.h
im
i.lg

.jp
�

�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

博
物
館
特
別
展
�

「
明
治
か
ら
昭
和
へ
〜
近
代
化
の

あ
ゆ
み
と
庶
民
の
暮
ら
し
〜
」�

　
平
成
18
年
度
の
特
別
展
「
昭
和
30
年
代
と
暮
ら

し
」
に
続
き
、
本
年
は
時
代
を
や
や
さ
か
の
ぼ
り
、

昭
和
10
年
代
を
中
心
に
明
治
か
ら
昭
和
20
年
代
頃

の
庶
民
の
生
活
の
有
り
様
を
取
り
上
げ
ま
す
。�

　
明
治
か
ら
昭
和
へ
の
日
本
の
近
代
化
の
歩
み
を
、

庶
民
の
暮
ら
し
と
い
う
視
点
か
ら
と
ら
え
、
氷
見
地

域
の
資
料
を
中
心
に
、
次
の
4
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に

わ
け
て
展
示
、
紹
介
し
ま
す
。�

コ
ー
ナ
ー
　「
錦
絵
と
絵
馬
に
み
る
世
相
」、「
出

征
と
従
軍
」、「
昭
和
10
年
代
の
社
会
生
活
」、「
昭

和
10
年
代
の
暮
ら
し
」�

期
　
間
　
2
月
29
日（
金
）〜
3
月
23
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
�

　
　
　
　（
休
館
日
・
毎
週
月
曜
日
）�

場
　
所
　
市
立
博
物
館
特
別
展
示
室
�

問
合
せ
先
　
博
物
館
　
　
74
‐
8
2
3
1
�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

保
健
・
福
祉
・
医
療
関
係
者
の
つ
ど
い
�

　
認
知
症
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
支
援

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。�

日
　
時
　
3
月
2
日（
日
）�

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
�

場
　
所
　
い
き
い
き
元
気
館
3
階
ホ
ー
ル
�

内
　
容
�

●
基
調
講
演
�

　
　「
地
域
に
お
け
る
認
知
症
支
援
の
現
状
」�

　
講
師
　
立
正
大
学
　
國
光
　

登
志
子
　

教
授
�

●
ほ
か
事
例
報
告
�

問
合
せ
先
　
健
康
課
　
　
74
‐
8
0
6
7
�

�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

家
族
介
護
教
室
�

　
介
護
に
つ
い
て
学
ぶ
と
と

も
に
、
介
護
者
相
互
の
日
頃
の

悩
み
や
体
験
を
話
し
合
い
ま

せ
ん
か
。（
参
加
に
は
お
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。）�

日
　
時
　
2
月
26
日（
火
）午
前
10
時
〜
正
午
�

場
　
所
　
氷
見
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
ぎ
　

え
　

我
家
�

　
　
　
　（
幸
町
34
‐
13
）�

内
　
容
　
認
知
症
や
障
害
を
も
つ
人
と
の
接
し

方
と
心
構
え
�

対
　
象
　
家
庭
で
寝
た
き
り
や
認
知
症
、障
害
の

あ
る
方
の
介
護
を
し
て
い
る
方
�

参
加
費
　
無
料
�

申
込
み
方
法
　
2
月
13
日（
水
）ま
で
に
お
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

申
込
み
・
問
合
せ
先
�

　
氷
見
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
我
家
�

　
　
74
‐
0
3
3
4
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広告�広告�

身近な広報身近な広報に、�
広告広告を掲載掲載しませんかせんか？�

�募　
集�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

市
嘱
託
職
員
募
集
�

　
市
で
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
担
当
す
る
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。�

主
な
業
務
内
容
、
資
格
及
び
募
集
人
員
�

�����������������������雇
用
期
間
等
�

●
雇
用
期
間
は
、
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
原

則
1
年
間
で
す
。�

●
勤
務
日
、勤
務
時
間
な
ど
は
、業
務
内
容
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。�

応
募
資
格
�

●
道
路
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
59
歳
以
下
の

方
に
限
り
ま
す
。そ
の
他
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

年
齢
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、い
ず
れ

の
業
務
も
住
所
地
に
つ
い
て
は
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。�

●
資
格
・
免
許
が
必
要
な
業
務
は
、そ
の
資
格
な

ど
を
有
す
る
人
に
限
り
ま
す
。（
平
成
20
年
3

月
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
。）�

募
集
期
間
　
2
月
1
日（
金
）〜
15
日（
金
）�

　（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
く
。）�

応
募
方
法
　
次
の
書
類
を
表
中
の
担
当
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。�

●
各
担
当
課
で
配
布
す
る「
募
集
案
内
」に
添
付

の
申
込
書
�

●
市
販
の
原
稿
用
紙（
4
0
0
字
詰
め
）1
枚
に

応
募
動
機
を
記
述
し
た
も
の
・
資
格
免
許
を
証

す
る
書
類
�

選
考
方
法
　
後
日
連
絡
の
上
、面
接
な
ど
を
行
い

決
定
し
ま
す
。�

そ
の
他
　
詳
し
く
は
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。�

問
合
せ
先
　
総
務
課
　
　
74
‐
8
0
3
1
�

　
　
　
　
　
健
康
課
　
　
74
‐
8
0
6
6
�

�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

平
成
 20
年
度
 

奨
学
生
募
集
�

　
高
校
・
大
学
へ
進
学
を
希
望
す
る
人
で
、
経
済
的

理
由
か
ら
就
学
に
困
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。�

募
集
人
員
（
一
般
奨
学
生
）�

　
高
等
学
校
又
は
同
程
度
の
学
校
 

若
干
名
�

　
大
学（
短
期
大
学
・
大
学
院
を
含
む
）又
は
　

同
程
度
の
学
校
 

若
干
名
�

貸
与
金
額
（
一
般
奨
学
生
）�

　
高
等
学
校
　
月
額
1
万
5
千
円
以
内
�

　
大
学
　
　
　
月
額
4
万
5
千
円
以
内
�

申
込
方
法
　
4
月
4
日（
金
）ま
で
に
、学
校
長

を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

そ
の
他
　
遺
児
な
ど
を
対
象
と
し
た
特
別
奨
学

金
制
度
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
先
　
学
校
教
育
課
　
　
74
‐
8
2
1
3
�

�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

お
魚
さ
ば
き
方
教
室
参
加
者
募
集
�

　
プ
ロ
の
指
導
の
も
と
、
地
元
の
魚
を
素
材
に
お
魚

の
さ
ば
き
方
を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
�

日
　
時
　
2
月
26
日（
火
）�

　
　
　
　
午
後
2
時
〜
午
後
4
時
�

場
　
所
　
い
き
い
き
元
気
館
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム
�

募
集
人
数
　
24
名
程
度
�

　
　
　
　
　（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）�

参
加
費
　
1
人
5
0
0
円（
保
険
料
含
む
）�

応
募
方
法
　
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
、電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。は
が
き
、メ
ー
ル
の
場

合
は
、住
所
、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、電
話

番
号
を
ご
記
載
く
だ
さ
い
。�

応
募
締
切
　
2
月
20
日（
水
）必
着
�

応
募
・
問
合
せ
先
�

　
水
産
漁
港
課
　
　
74
‐
8
1
0
1
�

　
〒
9
3
5
‐
8
6
8
6（
住
所
記
載
不
要
）�

　
氷
見
市
水
産
漁
港
課
�

　
　「
お
魚
さ
ば
き
方
教
室
」係
�

　su
isan

g
y
o
k
o
u
@
city

.h
im
i.lg

.jp

身近な広報身近な広報に、�
広告広告を掲載掲載しませんかせんか？�
身近な広報に、�
広告を掲載しませんか？�

広報ひみ�
広告募集のお知らせ�

募集内容　1種（8.5×8cm） 12,000円／月�
　　　　　2種（17×8cm） 24,000円／月�

応募締切　広告掲載を希望する月の前々月の25日ま
でにお申し込みください。�

　　　　　　※掲載枠に余裕がある場合は締切後でも掲載でき
　ることがあります。�

そ の 他　詳しくはお問い合わせください。�

問合せ先　企画広報室市民の声・広報担当�
　　　　　　74‐8012�
　　　　　Ｅメール shiminnokoe@city.himi.lg.jp

主な業務内容� 資格免許� 募集人員� 勤務場所� 担当課�

訪問介護員など（詳
細は募集案内に記載）�

保健師、看護師又は
介護支援専門員�

司書資格�
�

大型自動車及び大型
特殊自動車運転免許�

要介護認定申請に関す
る訪問調査など�

介護予防サービス計画
の作成及び精査など�

市史関連資料整理業
務など�

道路管理業務など�
（道路側溝の補修など）�

健康課（いき
いき元気館内）�

健康課（いき
いき元気館内）�

図書館�
�

道路管理セン
ター�

健康課�
�

健康課�
�

総務課�
�

総務課�

2名
程度�

1名
程度�

1名�
�

1名�

やまざき　男と女の�
オシャレヘアースタジオ�
やまざき　男と女の�
オシャレヘアースタジオ�
　もっと自分らしいヘアースタイル、新しい自分
に出会いたい、個性を生かしたい方は多数のヘアー
カタログからヘアースタイルを選べます。カラー
は１００色の中から好きな色を。美顔エステ（男＆女）。
縮毛矯正。ヘッドスパ（頭皮の掃除）。パーマ。カット。�

－ 営業時間 AM8時から作業終了まで －�
定休日：毎週月曜日・第3日曜日�

丸の内11‐14　　・　74‐2338

17 2008.2月号�



�

福
祉
・
健
康�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
は
入
学
・
卒

業
祝
金
支
給
制
度
の
手
続
き
を
！
�

　
今
月
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
入
学
・
卒
業
祝
金
受

給
資
格
認
定
申
請
書
の
提
出
月
で
す
。�

対
象
者
　
平
成
20
年
4
月
に
小
学
校
入
学
、
中

学
校
入
学
、
ま
た
は
3
月
に
中
学
校
を
卒
業

す
る
児
童
を
お
持
ち
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
保

護
者
�

※
該
当
す
る
方
へ
の
個
別
の
案
内
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

提
出
期
間
　
2
月
1
日（
金
）〜
29
日（
金
）�

　
　（
土
・
日
曜
日
、祝
日
は
除
き
ま
す
。）�

そ
の
他
　
制
度
に
つ
い
て
は
、福
祉
課
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
広
報
ひ
み
11
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。�

問
合
せ
先
　
福
祉
課
子
育
て
応
援
担
当
�

　
　
　
　
　
　
74
‐
8
1
1
7
�

�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

今
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す
�

　
2
月
12
日
（
火
）
に
、
児
童
手
当
（
10
月
分
〜
1

月
分
）
が
受
給
資
格
者
の
指
定
口
座
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
。�

　
な
お
、
6
月
の
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、
児

童
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
未
提
出
の
方
は
、
現

況
届
を
福
祉
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

問
合
せ
先
�

　
福
祉
課
子
育
て
応
援
担
当
�

　
　
74
‐
8
1
1
7
�

���

�

そ
の
他�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

法
定
外
公
共
物（
里
道
･
水
路
）の
�

　
　
　
　
使
用
や
購
入
に
つ
い
て
�

法
定
外
公
共
物
と
は
？
�

　
　
道
路
、河
川
な
ど
の
公
共
物
の
う
ち
、法
律

の
適
用
や
準
用
を
受
け
な
い
も
の
で
、一
般
的

に
は
里
道
や
水
路（
通
称
、赤
線
・
青
線
）と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。�

申
請
窓
口
が
変
わ
り
ま
し
た
�

　
　
こ
の
ほ
ど
、地
方
分
権
推
進
法
に
基
づ
き
、

こ
れ
ら
の
法
定
外
公
共
物
が
国
か
ら
市
町
村

に
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
払
下
げ
、

開
発
行
為
、使
用
許
可
な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

は
、市
の
財
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

主
な
申
請
の
種
類
�

●
払
下
げ
　
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
里
道
や
水

路
を
買
い
た
い
場
合
な
ど
�

●
使
用
許
可
　
配
水
管
を
里
道
の
中
に
埋
設
し

て
、
自
分
の
土
地
か
ら
の
排
水
を
確
保
し
た

い
場
合
な
ど
�

●
開
発
行
為
　
開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
里
道
･

水
路
な
ど
に
つ
い
て
、
機
能
交
換
し
た
い
場

合
な
ど
�

●
境
界
確
定
　
自
分
の
土
地
を
測
量
し
て
、
分

筆
登
記
し
た
い
場
合
な
ど
�

※
こ
れ
ら
の
申
請
に
は
、
地
元
自
治
会
長
・
隣
地
所
有

者
･
土
地
改
良
区
な
ど
の
利
害
関
係
人
の
同
意
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
譲
与
対
象
外
の
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。�

問
合
せ
先
　
財
務
課
財
産
管
理
担
当
�

　
　
　
　
　
　
74
‐
8
0
3
5

���市
町
村
消
防
の
広
域
化
の
推
進
�

　
こ
れ
か
ら
の
消
防
は
、
災
害
の
大

規
模
化
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な

ど
の
環
境
変
化
や
、
今
後
ま
す
ま
す

進
展
す
る
と
考
え
ら
れ
る
高
齢
化
な

ど
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
消
防

が
よ
り
大
き
く
強
力
な
体
制
と
し
て

活
躍
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
富
山

県
に
お
い
て
も
消
防
広
域
化
の
取
組

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。�

　
今
後
、
市
町
村
や
関
係
団
体
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
県
民
の
意

見
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
回
の

富
山
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
検
討

委
員
会（
平
成
20
年
3
月
開
催
予
定
）

に
お
い
て
「
富
山
県
消
防
広
域
化
推

進
計
画
」
の
最
終
報
告
が
取
り
ま
と

め
ら
れ
ま
す
。�

　
消
防
広
域
化
の
趣
旨
や
必
要
性
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど

に
つ
い
て
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
氷
見
市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

平
成
19
年
�

氷
見
市
の
火
災
・
救
急
救
助
概
況
�

①
40
日
に
1
件
火
災
発
生
�

　
平
成
19
年
の
氷
見
市
の
火
災
発
生
件
数
は

9
件
で
昨
年
よ
り
1
件
減
少
し
ま
し
た
。�

　
火
災
種
別
で
は
建
物
火
災
6
件
、
車
両
火

災
1
件
、
林
野
火
災
1
件
そ
の
他
火
災
1
件

で
、
そ
の
出
火
原
因
は
、
焼
却
火
の
拡
大
が
2

件
、
タ
イ
ヤ
の
バ
ー
ス
ト
に
よ
る
摩
擦
、
薪
ス

ト
ー
ブ
、
コ
ン
ロ
、
焼
却
火
の
飛
び
火
、
作
動

油
の
飛
散
が
そ
れ
ぞ
れ
1
件
、
そ
の
他
が
2

件
で
し
た
。�

　
ま
た
火
災
に
よ
る
死
者
は
0
名
で
負
傷
者

は
1
名
で
し
た
。�

　
氷
見
市
の
出
火
率
（
人
口
1
万
人
あ
た
り

の
出
火
件
数
）
は
1.6
と
な
り
富
山
県
の
平
均

2.3
を
0.7
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。�

②
過
去
最
多
の
救
急
出
場
件
数
�

　
救
急
出
場
件
数
は
、
1,
3
1
9
件
で
昨
年

よ
り
も
39
件
（
3.0
％
）
増
加
し
、
救
急
搬
送
人

員
も
同
様
に
1,
2
7
4
人
で
昨
年
よ
り
44

人
（
3.6
％
）
増
加
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最

多
と
な
り
ま
し
た
。�

　
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
8
4
7
件
（
64
・

2
％
）、
一
般
負
傷
が
1
7
5
件
（
13
・
3
％
）、

交
通
事
故
が
1
3
0
件
（
9.9
％
）
で
、
前
年
と

比
較
す
る
と
急
病
が
56
件
の
増
加
と
な
り
、

交
通
事
故
が
38
件
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
救
急
搬
送
人
員
で
は
、
老
人
が
7
9
3
人

（
62
・
2
％
）、
成
人
3
9
7
人
（
31
・
2
％
）、

少
年
41
人
（
3.2
％
）、
乳
幼
児
43
人
（
3.4
％
）、

新
生
児
0
人
（
0
％
）
と
な
り
ま
し
た
。�

③
救
助
�

　
救
助
出
動
件
数
は
、
17
件
で
前
年
よ
り
も

4
件
減
少
、
救
助
人
員
で
は
10
名
を
救
助
し
、

3
名
減
少
し
ま
し
た
。�

　
事
故
種
別
で
は
、
交
通
事
故
が
12
件
、
機
械

に
よ
る
事
故
が
3
件
、
水
難
事
故
が
1
件
、
そ

の
他
1
件
と
な
り
ま
し
た
。�

 県ホームページ http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1004/�
 消防本部ホームページ http://www.city.himi.toyama.jp/～65100/
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1�
2�
3�
4�
5

1�
2�
3�
4�
5

 平成19年度 198件 5名（5名） 245名 952件�

 平成18年度 225件 6名（6名） 253名 1,002件�

 増 減 数 －27件 －1名 －8名 －50件�

 増 減 率 －12.0％ －16.7％ －3.2％ －5.0％�

区　　分� 人身事故件数� 死者数� 傷者数� 物件事故数�

死者数の（　）内は高齢者�

1月28日（日） 午前11時30分頃 幸町地内�
普通車 × 自転車（92歳 男性）�
自転車に乗って、道路を横断中でした。�
運転手の前方不注視�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

日時�

状況�

�

原因�

●●●●●●●●●●●●●●●●�場所�

2月11日（日） 午後4時5分頃 窪地内�
普通車 × 歩行者（83歳 女性）�
横断途中で信号が赤に変わり、青信号で来た車にはねられました。�
運転手の安全不確認�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

日時�

状況�

�

原因�

●●●●●●●●●●●●●●●●�場所�

6月17日（日） 午前11時30分頃 三尾地内�
大型バイク × 原付バイク（93歳 男性）�
わき道から右折する済、出会い頭に衝突しました。�
運転手の前方不注視�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

日時�

状況�

�

原因�

●●●●●●●●●●●●●●●●�場所�

9月9日（日） 午後6時45分頃 柳田地内�
普通車 × 歩行者（75歳 女性）�
国道を走ってきた車に、横断歩道上ではねられました。�
運転手の前方不注視�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

日時�

状況�

�

原因�

●●●●●●●●●●●●●●●●�場所�

9月14日（金） 午前7時10分頃 上久津呂地内�
普通トラック × 軽四トラック（82歳 男性）�
直進車が来ているのに右折しようとして、正面衝突しました。�
運転手の動静不注視�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

�

●●●●●●●●●●●●●●●●�

日時�

状況�

�

原因�

●●●●●●●●●●●●●●●●�場所�

5件の交通死亡事故について� 死者の特徴�

●昨年より1名少ない5名でした。�

●全て65歳以上の高齢者でした。�

●5件中、4件が日曜日に発生しました。�
�

　交通事故の全体数は昨年より減少していま

すが、それでも市内で多くの交通事故が発生し、

そして高齢者の方が犠牲になっています。�

　高齢者は行動が「ゆっくり」が当たり前です。�

　ドライバーは、高齢者を見かけたら、いたわ

りの気持ちで運転してください。�

　また、この時期は道路に雪が積もったり凍っ

たりする時期です。交通事故には十分注意しま

しょう！�

問合せ先　市民課交通防犯担当 　74－8068
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メタボリックシンドローム�
予防教室�

講　義　「メタボリックシンドローム予防について」�

講　師　氷見市民病院副院長　
はち　や　

蜂谷　
はる　お　

春雄 先生�
日　時　2月26日（火）　午後1時30分～午後3時�
場　所　いきいき元気館3階　大会議室�

※申し込みの必要はありませんので、お気軽にお
越しください。�

こころの健康づくり講演会�
講　義　「揺れ動く中高年の心と健康」�
　　　　　　　　～“心のうつ”に向き合おう～�

講　師　柴田病院院長　
しば　た　

柴田　
たつる

 
樹  先生�

　　　　臨床心理士　
やまふじ

山藤　
　な　お　こ　
奈穂子 先生�

日　時　2月18日（月） 午後1時30分～午後3時30分�
場　所　いきいき元気館3階　ホール�

※申し込みの必要はありませんので、お気軽にお越し
ください。�○その他、地域ごとに健康大学講座が開催されます。�

○市民健康大学のシールの申請はお済みですか？�
　健康づくりを目的とした運動（1回30分以上の運動を週2回以上1か月以上継続）を続けておられる方で、まだ
シールの申請をされていない方は、健康課に申請してください。申請の有効期間は、実施日より6か月間です。�

申込み・問合せ先　健康課　　74－8062

～いきいき元気館講座～�

　次に該当する軽自動車をお持ち
の方は、お早めに名義変更や廃車の
手続きをしてください。�

●車検証に記載されている使用者以
外の方が使用しているもの�

●車体の廃車が済んでいるもので、
登録の抹消がされていないもの�

軽自動車税の課税基準日は4月1日
です。�

　農耕用作業車は、道路を走行するしないに関わらず、ナンバープレートを取り付ける義
務があり、軽自動車税の課税対象となっています。登録がお済みでない方は、税務課納税
担当の窓口で手続きをしてください。�

軽自動車の名義変更・廃車手続きはお早めに�軽自動車の名義変更・廃車手続きはお早めに�

農耕用作業車の登録はお済みですか？�農耕用作業車の登録はお済みですか？�

車両の種類� 手続きを行う窓口�

原動機付自転車（125cc以下）�
小型特殊自動車・農耕用作業車�

軽自動車（三輪･四輪）�
�

二輪（125cc以上250cc以下）�
二輪の小型自動車（250cc以上）�

税務課納税担当（　74－8041）�
　市役所3階�

富山県軽自動車協会（　076－424－6420）�
　富山市藤木521-1�

北陸信越運輸局富山運輸支局�
　（　050－5540－2044）�
　富山市新庄町馬場82

問合せ先�

税務課納税担当�
　74－8041

　この制度は、既存の便所を市の下水道につなぐ工事を行った方が、市の
指定する金融機関から融資を受けた場合に補助金を交付するもので、平成
20年4月1日から次のとおり変更される予定です。�

氷見市水洗化促進事業補助金の変更について�氷見市水洗化促進事業補助金の変更について�

対 象 者 �

補 給 額 �

限 度 額 �

返 済 期 間 �

供用開始から3年以内の方に限定�

供用開始からの経過年数により補給率を設定（保証料を含む）�
①  供用開始から 1年以内 利子率の100％�
②  〃 1年を超え2年以内 利子率の   75％�
③  〃 2年を超え3年以内 利子率の   50％�
　　　　　　　　　　　　　　　（いずれも円未満は切り捨て）�

150万円（変更なし）�
5年を限度とします（変更なし）�

問合せ先 上下水道課�
 　74－8207

※現在、補助金の交付を受けて
いる方は、現行のとおりです。�
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氷見市民プール・�
トレーニングセンター�

行こう!!

氷見市民プール・�
トレーニングセンター�
からのお知らせ�

区分� 曜日（月回数� 時　間� 月会費�

スイム  水 水（3回） ２０：００～２１：００ ２，０００円�

スイム  月･木 月･木（6回） １４：００～１５：００ ３，０００円�

水中運動  水 水（3回） １４：００～１５：００ ２，０００円�

水中運動  金 金（3回） ２０：００～２１：００ ２，０００円�

水中運動  日 日（3回） １０：３０～１１：３０ ２，０００円�

アクアビクス 月（3回） ２０：００～２１：００ ２，０００円�

コース名� 内　　容� 対　象�

幼　　児 
水なれを中心に泳ぎの
基本を身につけます。

 年中･年長�

小 学 生 4泳法習得を目指します！ 
小学1年生～
6年生　�

�

エンジョイ 
遊びを取り入れて楽しく
運動します。　　　　

 
年中～　　
小学6年生

�

①水泳教室 成人（16歳以上）会員募集！�
�

�

�

�

�

�

�

�
※月会費の他に年会費、保険料(計2,000円)が必要です。�
※各クラス若干名の募集となります。�
�

②幼児･小学生･エンジョイコースは、�
　募集要項を配布します�
�
�
�
�
�
�
■募集要項配布　2月1日(金)～�
※コースによって時間･会費･定員が異なります。必ず要項でご確認
の上、お申込ください。�

■配布場所　市民プール･トレーニングセンター、ふれあ
いスポーツセンター、市内保育園･幼稚園�

■申込受付開始　①②いずれも2月8日(金)午後2時～ (先着順)�
※市民プールへお電話でお申し込みください。�
※定員を超えた場合は予約待ちとなります。�

■申込み･問合せ先　市民プール　　91‐5000�
　　　　　　　　　　（電話受付時間　午後2時～午後9時）�
�
4月からウェルネス教室に新メニュー登場！！�

○体験レッスン参加者募集！�
　健康体操�
　ストレッチを中心にゆったり、心地よく、マイペースで運動
します。生活習慣病、メタボでお悩みの方に最適です！�

　体験日時　2月29日(金)午後2時～午後3時�

　持 ち 物　内履きシューズ、運動しやすい服装、飲み物、
タオルなど�

　フラ�
　初心者向けのフラレッスン。ハワイアンのメロディに包ま
れて、楽しく癒されながら踊りましょう。�

　体験日時　2月23日(土)午後1時30分～午後2時30分�

　持 ち 物　運動しやすい服装、飲み物、タオルなど�

■申込み･問合せ先　トレーニングセンター　　91‐5988�
　　　　　　　　　（電話受付時間　午後2時～午後9時）�

平成平成20年度年度�

棚田オーナー募集！�
�

平成20年度�

棚田オーナー募集！�
�

市民農園「サラダランド島尾」�
利用者募集�

市民農園「サラダランド島尾」�
利用者募集�

　きれいな水ときれい
な景観で「日本の棚田
百選」に選定され、美
味しいお米でも知られ
る長坂地区の棚田のオ
ーナーになりませんか？�

●募集期間　2月1日(金)～29日(金)�
●募集オーナー数　52組程度�
※5人以内又は1家族でお申し込みください。�
※棚田への情熱や興味がある方で、田植え･稲刈りに参加
できる方ならどなたでもお申し込みいただけます。�

●会員期間　4月1日～平成21年3月31日(1年間)�
●オーナー料金　30,000円(1区画･約100㎡)�
●内容　手作業での田植え（5月24日（土））、稲刈り･は

さがけ（9月27日（土））などの農作業を体験して
いただきます。その他の農作業についても、希望
があれば体験できます。（日程については予定です。）�

●その他�
・秋に収穫された新米(玄米約40kg)をご自宅に
お届けします。�
・田植え、稲刈り時に氷見の特産品を提供します。�
・作業終了後は、市内旅館･民宿のお風呂や海浜
植物園などを割引料金でご利用いただけます。�
・山菜摘み取り体験や稲のバケツ栽培なども行います。�
・「棚田を好き放題語る会」7･8月実施予定！�
●申込み方法　電話･FAXまたは氷見市のホームペー

ジからお申し込みください。(先着順)�
●申込み･問合せ先　農林課田園漁村空間整備推進班�
　　　　　　　　 　74‐8036　　74‐8088�
�
�

�

�

�

　土に親しみ、手作りの野菜を収穫する喜びを
味わいませんか？�
●募集期間　2月1日(金)～29日(金)�
　　　　　　※応募多数の場合は抽選となります。�

●利用期間　4月1日から1年間�
●募集区画数　74区画�
　　　　　　　約50㎡…64区画　約70㎡…10区画�
●場所　島尾732-1�
●料金　1㎡当たり100円(1人1区画まで)�
●施設　休憩棟(トイレ付)、駐車場、農具舎�
　　　 ※農具は各自でご用意ください。�

●その他�
・農園の管理運営を円滑に行い、利用者間の親
睦を図るために、利用者には管理組合に加入
していただきます。(年会費2,000円)�
・専門家による栽培講習会なども開催します。�
●申込み方法　電話･FAXでお申し込みください。�
●申込み･問合せ先　農林課田園漁村空間整備推進班�
　　　　　　　　 　74‐8036　　74‐8088�
�
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�
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国際交流員（CIR）は懸け橋です。�
　CIRとは日本と他の文化との間の懸け橋だと思います。
（忙しい時は、懸け橋というより、多くの人に踏み潰され
るドアマットの気分に近くなってしまいますが…。）�
　でもそれは、いわゆる「和」と「洋」の間の懸け橋だけで
はないと言う事をわかってもらえれば嬉しいです。世界
はそういう風にわかれているわけではないですから。�
　2年前のある日、私は日本でホストマザーのパーティに
行きました。そこにいた60歳の男性が、アメリカでの滞在
経験から文化を比較する話をしており、1時間ぐらい、日
本の伝統的な文化がどんなに最高で、それが欧米文化の悪
影響を受け、若者の文化がどんなに狂ってしまったのか、
そして欧米がどんなにだめか、と熱弁をふるいました。�
　私は自分の国や文化に誇りを持つことはいいことだと
思います。アメリカも誇り高い国ですし。�
　ただ、彼が欧米はダメと言ったことより、日本の若者の
文化がダメと言ったことが気になりました。私は、若者の
文化も日本の文化の一面であり、欧米の影響があったと
しても、日本人が育んだ、他の国にはない文化だと思って
います。でも、誰かがそれを「日本文化ではない！」と否定
してしまえることに衝撃を受けました。�
　そして、グローバル化がこんなに進み世界が狭くなっ

た分、逆に今まで近かった人との距離が遠くなっている
ように感じました。この男性と名もない「若者」とは、まる
で違う国の人のように異なる文化を持っているのです。
学校で隣同士に座っている2人の子どもたちが、まるで違
う世界からきたように見える時もあります。�
　だから、できれば「多文化教育」を単なる「海外教育」、
つまり他の国のことを学ぶものと考えるのではなく、こ
の同じ地球に住んでいる自分と違う考え方を持っている
人たちと仲良く平和に暮らしていくことを学ぶための教
育だと思ってください。�
　先日、行政チャンネルのインタビューを受けて「氷見市
民にメッセージを」と言われた際、あまりに緊張してしま
い、モゴモゴと「もうちょっとアジア圏の国に注目してほ
しい」みたいな偉そうなことを言ってしまいました。（神様、
お願いですからこの場面は放送しないでくださいね！）�
　でも、そのとき本当に言いたかったのは、欧米や「洋」と
いった遠い国より、もっと身近な多文化に注目してほし
いということなんです。遠い国には、珍しい習慣や動物、
食べ物があり、それらについて勉強するほうがはるかに
楽しいでしょう。でも、ずっと身近な隣人のことを理解で
きなければ、どんなに他の国の勉強をしても意味がない
のではないでしょうか？�
　私はまだ若く、あまり丈夫な「懸け橋」ではないでしょ
うが、私の持っている知識や経験で、みんなの異なってい
る「心」を繋げていきたいと思っています。�
　そして、どんな丈夫で立派な橋でも、どの橋を選ぶか、
その橋を渡るかどうかを決めるのは、旅人自身、つまり皆
さんなんです。 
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だ

い
て
い
る
住
所
が
現
住
所
と
異
な
る
方
の
お
手

元
に
は
ね
ん
き
ん
特
別
便
を
お
届
け
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、次
の
と
お
り
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。�

・
現
在
の
住
所
に
変
わ
っ
た
届
出
が
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
…
�

　
ご
住
所
の
変
更（
訂
正
）は
、ご
自
身
に
よ
る

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、お
手
数
で

も
次
の
い
ず
れ
か
の
窓
口
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。�

①
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
�

　
　
市
民
課
医
療
保
険
・
年
金
担
当
�

　
　
　
74
‐
８
０
５
４
�

②
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
や
そ
の
配

偶
者
（
※
）
の
方
�

　
　
お
勤
め
の
会
社
な
ど
へ
�

　
　
※
会
社
員
や
公
務
員
の
被
扶
養
配
偶
者
�

③
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
�

　
　
高
岡
社
会
保
険
事
務
所
�

　
　
　
21
‐
４
１
７
９
�

開
町
4
0
0
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
�

　
石
川
県
立
美
術
館
名
品
展（
高
岡
市
）�

と
　
き
／
２
月
８
日（
金
）〜
３
月
16
日（
日
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
�

　
　
　
　（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）�

と
こ
ろ
／
高
岡
市
美
術
館
�

内
　
容
／
加
賀
藩
主
の
前
田
家
に
育
ま
れ
た
芸

術
文
化
を
伝
え
る
藩
政
期
の
絵
画
、工

芸
品
な
ど
、加
賀
の
伝
統
文
化
の
精
髄

と
い
う
べ
き
名
品
72
点
を
展
示
し
ま
す
。�

観
覧
料
／
一
般
８
０
０
円
、
高
校
･
大
学
生

５
０
０
円
、小
･
中
学
生
３
０
０
円
�

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
�

問
合
先
／
高
岡
市
美
術
館
　
　
20
‐
１
１
７
７
�

正
運
の
世
界
 
―
そ
の
生
涯
―
�

第
4
回「
俳
人
と
し
て
の
正
運
」（
小
矢
部
市
）�

と
　
き
／
２
月
８
日（
金
）〜
３
月
20
日（
木
･
祝
）�

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
�

と
こ
ろ
／
小
矢
部
ふ
る
さ
と
博
物
館
�

内
　
容
／
小
矢
部
市
出
身
の
農
学
者
、宮
永

正
運
の
業
績
に
焦
点
を
あ
て
た

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

入
館
料
／
無
料
�

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
�

問
合
先
／
小
矢
部
市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
　
　
67
‐
１
７
６
０
�

小
矢
部
の
古
墳
展（
小
矢
部
市
）�

と
　
き
／
３
月
21
日（
金
）ま
で
�

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
�

と
こ
ろ
／
小
矢
部
ふ
る
さ
と
歴
史
館
�

内
　
容
／
埴
生
地
区
の
古
墳
群
出
土
品
を

公
開
･
展
示
し
て
い
ま
す
。�

入
館
料
／
無
料
�

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
�

問
合
先
／
小
矢
部
市
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
　
　
67
‐
１
７
６
０
�

大
切
な
年
金
記
録
を
届
け
ま
す
。�

住
所
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
�

大
切
な
年
金
記
録
を
届
け
ま
す
。�

住
所
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
�

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
�

�
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野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
し
て
食
の
講
座

な
ど
で
講
師
を
務
め
る
�

�

倉
田
　

真
理
子
さ
ん
　（
本
町
）�

　
ソ
ム
リ
エ
と
言
え
ば
、
ワ
イ
ン
の
ソ
ム
リ
エ
を
思
い
浮

か
べ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
は
、
野

菜
と
果
物
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
目
的

と
し
て
、
日
本
ベ
ジ
タ
ブ
ル
＆
フ
ル
ー
ツ
マ
イ
ス
タ
ー
協

会
が
野
菜
や
果
物
の
豊
富
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
と
認

め
た
人
に
与
え
る
民
間
の
資
格
で
す
。�

　
食
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
北
海
道
へ
旅

行
し
た
時
に
食
べ
た
ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
の
味
が
、
い
つ
も
食

べ
て
い
る
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
味
と
違
う
こ
と
に
気
付
い
た
時
で
し
た
。
そ
し
て
、
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
食
に
関
す
る
勉
強
を
し
て
み
た
い
と
思
い
、
こ
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。�

　
県
内
で
も
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の
で
す
が
、

氷
見
の
野
菜
や
果
物
を
美
味
し
く
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
食
の
魅
力
を
こ
れ
か
ら
広
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

プロジェクトＸ�
運命の最終テスト�
ワープロ・日本語に挑んだ
若者たち�

きょうの料理�
（グッチ裕三のハッピー晩ごはん）�
豚バラ肉のトロトロ煮�

�

銀河テレビ小説�
（たけしくんハイ第７～９回）�
下町の人情味あふれる　
ホームコメディ�

きょうの健康�
ご注意！仮面高血圧�
これが仮面高血圧だ�
最も危険な早朝高血圧�

プロジェクトＸ�
�

革命トイレ・市場を制す�

（　　　　　）�

● ● ● �日 火 木 �

● ● ● �日 火 木 �

● ● ● ● �月 水 金 土 �

● ● ● ● �月 水 金 土 �

6：00～�
9：00～�
19：00～�
22：00～�

7：00～�
10：00～�
20：00～�
23：00～�

7：00～�
10：00～�
20：00～�
23：00～�

6：00～�
9：00～�
19：00～�
22：00～�

8：00～�
11：00～�
14：00～�

13：00～�
21：00～�

15：00～18：30

氷見市行政チャンネル� 月の放送予定�

サイエンスチャンネルの番組は、毎日変わります。ホームページ（http：//sc-smn.jst.go.jp/）の番組表（SkyperfecTV765chの�
15：00～18：30）をご覧ください。�

ひみぶりっこてれび�
�

新成人と市長の�
　　まちかどトーク�

ゆかいなコンサート�
�

小学校紹介�
（久目小学校）�

ひみぶりっこてれび�

24：00　放送終了�
※行政ニュースファイル　放送開始時間　6：30　7：30　8：30　12：30　18：30　19：30　20：30　21：30　22：30　23：30�
※上記以外の時間は、市役所各課からのお知らせやイベント情報などを文字放送で放送します。�
※番組内容や放送時間は、都合により変更になる場合があります。�

主に昨年度に放送した
自主制作番組の再放送�

（NHK番組の �
再放送）�

（自主制作番組）�

（自主制作番組）�

（サイエンスチャンネル

1/27（日）～2/2（土）� 2/3（日）～9（土）� 2/10（日）～16（土）� 2/17（日）～23（土）�2/24（日）～3/1（月）�

　74-8453　　74-8460

●�2

体験してみませんか？�
ベビーマッサージ�

　赤ちゃんの肌を、お父さんやお母さんの手のひらで優
しくなでてあげるのが「ベビーマッサージ」です。マッサ
ージは赤ちゃんの免疫力を向上させ、よりよい睡眠や便
通を促す効果があります。�
　また、マッサージで気持ちよくなった赤ちゃんはご機
嫌になって、とびっきりの笑顔で答えてくれるでしょう。
仕事や育児で疲れたお母さんも、お子さんとのリラック
スタイムで疲れも癒され、いとおしさも増すこと間違い
なし♪�
　親子の愛情、きずなを深めてくれるベビーマッサージを、
ぜひ体験してみましょう！�
日　時　2月27日（水）　午前10時30分～�
対　象　平成19年7月～9月生れ（要予約・先着20組）�
　　　　※2月1日（金）より、子育てセンター窓口にて�
　　　　　受付します。�
問合せ先　地域子育てセンターまで�

＊お子さんとの「社会デビュー」に地域子育てセンター
をぜひご利用ください。�

※地域子育てセンターは、第1・3・5日曜日及び祝日・年末年始
は休館日です。�

〈３０分〉� 〈３０分〉� 〈１０分〉� 〈１５分〉� 〈２０分〉�

〈４５分〉� 〈２５分〉� 〈６０分〉� 〈３０分〉� 〈４５分〉�

氷見市ですすめる�
介護予防大作戦�

ひみぶりっこてれび�
�

博物館特別展�
（昭和３０年代と暮らし）�

氷見市へこられ�
�

国際交流員紹介�
（ケリン・ホさん）�

く

ら

 
た

 

ま

り

こ

�

明和、ひかり第二、上伊勢
の各保育園児が出演します。�
�
�
�
�

新成人と市長が、海浜植物
園で私の夢や市長になっ
たらなどのテーマで語り合
いました。�
�
�

平成19年12月10日、
いきいき元気館で行われた、
歌のお姉さん「奈月まりあ」
さんによる親子バラエティー
ショーを紹介します。�
�

児童リポーターが学校
の活動内容や自慢など
を紹介します。�
�
�
�

久目、若葉、宇波の各保育
園児が出演します。�

国際交流員紹介�
�

氷見市民健康大学�
（薬の正しい使い方）�

地域福祉シンポジウム�
�

氷見市芸術文化団体
協議会加盟団体紹介�

ボランティアだより�

昨年8月、氷見市の国際交
流員として、ヘザー・ハル
さんが着任しました。市内
の保育園や小学校での
活動の様子を紹介します。�
�

平成 19 年 12 月3日、
いきいき元気館で行われた、
市 民 病 院 薬 剤 科 長 の
小久保先生の講義を紹介
します。�
�

平成19年12月15日、
社会福祉会館で行われた、
地域福祉シンポジウムを
紹介します。�
�
�

氷見宝生会で活動してい
る会員の皆さんの素顔に
迫ります。�
�
�
�

平成 2 0 年 2 月 3 日、
いきいき元気館で行われ
た、「ひみボランティアの
つどい」を紹介します。�

～平成19年2月放送の
再放送～�

～平成19年1月放送の
再放送～�

～平成19年3月放送の
再放送～�

～平成19年2月放送の
再放送～�

～平成19年1月放送の
再放送～�
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氷見まちづくりフォーラム�
～これからの氷見への期待と願い～�

●●●●●●●●●●●●●●●●絵本おばさんの日　予約不要�

　「いずみの会」の絵本おばさんに絵本を読んでも
らいましょう。�
●日　時　2月1日、15日（金）　10：30～�
●場　所　地域子育てセンター�
●問合せ先　地域子育てセンター 　 74‐8453�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●「こころと食事」のミニ講座　予約不要�

　子どものこころと食事について学びましょう。�
●日　時　2月4日（月）　10：30～�
●場　所　地域子育てセンター�
●講　師　朝野 美智子 先生�
●問合せ先　地域子育てセンター 　 74‐8453�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●２月のみんなの広場　予約不要�
●テーマ　「豆まき」�
●日　時　2月7日（木）　10：00～�
●場　所　ふれあいスポーツセンター柔道場�
●問合せ先　マヤ子育て支援センター 　 74‐7550�

●●●●●●●●●●●●●●●●ひな人形作り講座　※要予約・各日15組�
　かわいいおひな様を作りましょう。（見守り託児つき）�
●日　時　2月13日、20日（水）　10：00～�
●場　所　児童館（いきいき元気館2階）�
●問合せ先　地域子育てセンター 　 74‐8453�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●親子教室「お話の世界で楽しみましょう！！」　予約不要�

　絵本を通して親子でホッとするひとときを過ご
しませんか。�
●講　師　高岡おはなしの会代表　吉田 千鶴子 先生�
●日　時　2月28日（木）　集合時間　9：50�
●場　所　ふれあいスポーツセンター研修室�
●問合せ先　マヤ子育て支援センター 　 74‐7550�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●３月のみんなの広場　予約不要�
●テーマ　「ひなまつり」�
●日　時　3月6日（木）　10：00～�
●場　所　ふれあいスポーツセンター　柔道場�
●問合せ先　マヤ子育て支援センター 　 74‐7550�

●●●●●●●●●●●●●●つくしんぼ教室　※要予約・各先着20組�

●黄さん（19年7～9月生まれ）2月27日（水）�
 … ベビーマッサージ�
●桃さん（0歳児）　2月25日（月）�
 … 新町保育園へ行こう�
●赤さん（1歳児）　2月8日（金）�
 … 親子体操を楽しもう�
●青さん（2歳児）　2月21日（木）�
 … ゲーム遊びをしよう�
●問合せ先　地域子育てセンター 　 74‐8453�

「※要予約」については、2月1日（金）より地域子
育てセンターで受け付けします（電話予約不可）。�

今月の保健室�
（2/1～3/10）�

健康課  　７４‐８０６２�

会場はいずれもいきいき元気館です。�

 6日（水） 上伊勢、布勢、栄町、久目、マヤ保育園�
※布勢保育園は午後から開放となります。�
 13日（水） 若葉・阿尾・柳田・上庄保育園�
 20日（水） 十二町・南大町保育園�
 27日（水） 新町・宇波・仏生寺・明和保育園�
※氷見中央幼稚園の開放園は2/29（火）です。�

2月の開放園�

氷見まちづくりフォーラム�
～これからの氷見への期待と願い～�

基調講演　「中心市街地の現状と今後」�
講　　師　田中 滋夫 （㈱都市デザイン代表）�

報　　告　「氷見の将来像提言�
　　　　　　～これからの氷見への期待と願い」�
報 告 者　小松 俊昭（氷見市地域再生マネージャー）�

パネルディスカッション　「能登はひとつ」�
上野 達也（氷見・カフェ風楽里）、姥浦 千重（能登島・能登
カフェ）、大野 長一郎（珠洲市・大野製炭工場）、金七 聖子
（能登町・松波酒造）ほか　　　　　　　　（五十音順・敬称略）�

問合せ先　企画広報室 　74 －8011

日時�2月21日（木）　午後1時～午後4時�
場所�いきいき元気館3階ホール�

○�3～ 4か月児健診　受付時間 １３：００～１３：２０�
2/ 1� � ）�れ�ま�生�２９�.�９�.�９�１�H�～�７�.�９�.�９�１�H�（� �）�金�（�
2/29� � ）�れ�ま�生�４�２�.�０�１�.�９�１�H�～�０�３�.�９�.�９�１�H�（� �）�金�（�
※母子健康手帳�、�バスタオル�、�「けんしん＆予防接種手帳�」�の問診票�
をご持参ください。�

○�1歳 6�か月児健診　受付時間 １３：００～１３：２０�
）�れ�ま�生�６�.�８�.�８�１�H�～�３�１�.�７�.�８�１�H�（� �）�木�（�1�2�/�2�

※母子健康手帳�、�「けんしん＆予防接種手帳�」�の問診票�、�子ども用歯�
ブラシをご持参ください。�
※希望者に歯のフッ素塗布を行います�。�（料�金�80�0�円）�

○�3�歳児健診　受付時間 １３：００～１３：２０�
2/ 7� � ）�れ�ま�生�２�１�.�７�.�６�１�H�～�７�１�.�６�.�６�１�H�（� �）�木�（�
2/28� � ）�れ�ま�生�６�.�８�.�６�１�H�～�３�１�.�７�.�６�１�H�（� �）�木�（�
3/ 6 � � ）�れ�ま�生�１�３�.�８�.�６�１�H�～�７�.�８�.�６�１�H�（� �）�木�（�
※母子健康手�帳�、�「けんしん＆予防接種手帳�」�の問診�票�、�歯ブラ�シ�
（大人用�、�子ども用�）�、�コップをご持参ください。�
※�「けんしん＆予防接種手帳�」�の健診の注意事項をあらかじめよ�く�
読み�、�家で視力検�査・�聴力検査を行ってきてください。�

○�BC�G�予防接�種・�赤ちゃん相談　受付時間 ９：３０～９：４５�
）�れ�ま�生�３�２�.�１�１�.�９�１�H�～�７�２�.�０�１�.�９�１�H�（� �）�金�（�2�2�/�2�

※母子健康手�帳�、�「けんしん＆予防接種手帳�」�の予診票をご持参�く�
ださい。�

○�子育てなんでも相談　１３：３０～１５：００�
2/5�、�3/�4�（火）�
※妊�娠・�出�産・�育児について�、�何でもご相談ください。�
　�（就学前のお子さんが対象です�。�）�

○�子どもの歯の相談日�
2/1�4�（木�）�　�受付時間 �１�３：�３�０～�１�４：�０�０�

○�子育て応援赤ちゃんクラ�ブ�「ラクラク離乳食コース」�
2/1�9�（火�）�　�受付時間 �９�：�３�０～�１�０：�０�０（要予約）�
（�H�１�９�.�５月～７月生まれ）�

○�心とからだの健康相談日� ）�約�予�要�（� �０�０�：�５�１�～�０�３�：�３�１�　�
2/5�、�12�、�19�、�27�、�3/�4�（火）�
※対人関係やストレス�、�認知症などの相談を行っています。�

○�いきいき教室�
2/4�、�18�、�25�、�3/3�、�1�0�（月�）�　�１�０：�０�０～�１�２：�０�０�
2/7�、�14�、�21�、�28�、�3/�6�（木�）�　�１�０：�０�０～�１�２：�０�０�
※身体の機能が低下し�、�日常生活に不安がある方など�
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　このコーナーでは平成19年2月生まれの
お子さんを募集しています。詳しくは、「1
歳になりました応募方法」をご覧ください。� みやざわ　　　あゆむ�

宮澤　渉夢くん�
1月5日生まれ・飯久保�

 かつ　み よう　こ�

（父）克巳　（母）洋子�

 なか　え　　　ゆう　と�

中江　悠斗くん�
1月11日生まれ・惣領�

 たかゆき けい　こ�

（父）孝行　（母）慶子�

 ひさすえ　　れん　と�

久末　蓮大くん�
1月4日生まれ・飯久保�

 まさゆき く　み　こ�

（父）将之　（母）久美子�

 あらたに　　　ゆ　い�

荒谷　唯衣ちゃん�
1月21日生まれ・谷屋�

 たつろう ゆ　み�

（父）達郎　（母）裕美�

 じ　し　　　いっ　た�

地子　一太くん�
1月20日生まれ・加納�

 なる み　か�

（父）成　（母）美香�

 やまかわ　　　くるみ�

山川　胡桃ちゃん�
1月18日生まれ・比美町�

 じゅんいち さな　え�

（父）純一　（母）早苗�

 かく　だ　　りょうすけ�

角田　涼介くん�
1月27日生まれ・谷屋�

 こうすけ なお　み�

（父）幸祐　（母）直美�

 ほうじょう　　あゆみ�

放生　歩実ちゃん�
1月27日生まれ・加納�

 みのる はる　え�

（父）稔　（母）晴恵�

 たに　　そう　た　ろう�

谷　颯太朗くん�
1月11日生まれ・堀田�

 たつ　や ゆ　み　こ�

（父）辰也　（母）裕美子�

 もり　　ひろ　か�

森　優佳ちゃん�
1月3日生まれ・加納�

 としひろ ま　き　こ�

（父）俊裕　（母）真喜子�

 たけしま　　　のぞみ�

竹島　希美ちゃん�
1月9日生まれ・島尾�

 ゆき　お まさ　み�

（父）幸夫　（母）正美�

 おお　い　　　りょうか�

大居　涼香ちゃん�
1月10日生まれ・鞍骨�

 ひろし ま　り　こ�

（父）寛　（母）真理子�

 やまぐち　　あや　と�

山口　絢人くん�
1月21日生まれ・上田子�

 ゆう　じ み　き�

（父）裕司　（母）美樹�

 たば　た　　　こう　き�

田畑　晃輝くん�
1月20日生まれ・北大町�

 しげ　き�

（父）茂樹　（母）ひとみ�

対　　象　平成19年2月生まれの氷見市内在住のお子さん�
応募方法　お好きな用紙に住所、お子さんの氏名・ふりがな、生年月日、性別、申請者（ご両

親等）の氏名・ふりがな、連絡先電話番号を記載して、掲載するお子さんの写真
の裏面に貼付けて、市役所4階企画広報室まで提出してください。（郵送・電子
メール可）　※原則として、応募いただいた写真は返却しません。�

応募締め切り　2月8日（金）必着�
そ の 他　携帯電話に付属のカメラなどで撮影された写真及びご家庭のプリンタで印刷され

た写真などの場合、きれいに掲載できない場合がありますので、ご注意ください。�
応募・問合せ先　〒935‐8686（住所記載不要）�
 氷見市企画広報室　市民の声・広報担当　「1歳になりました」係�
 　74‐8012　　74‐4004　E-mail：shiminnokoe@city.himi.lg.jp

　「1歳になりました」に掲載を
希望される1歳になったお子さ
んを全て広報ひみに掲載いた
します。掲載を希望される方は、
右記の要領に従ってご応募く
ださい。�
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忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
の
シ
ュ
リ
ケ
ン
が
、「
広
報
ひ
み
」
の

ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
。
掲
載
ペ
ー
ジ
が
分
か
っ
た
人
は
、

2
月
8
日
（
金
）
ま
で
に
、「
そ
の
ペ
ー
ジ
」
と
「
バ
レ
ン
タ
イ

ン
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」、
住
所
、
氏
名
を
、
は
が
き
・

封
書
（
〒
9
3
5
‐
8
6
8
6
（
住
所
記
載
不
要
）
や
フ
ァ
ッ

ク
ス（
　
74‐4
0
0
4
）、Ｅ
メ
ー
ル（sh

im
in
n
o
k
o
e
@
c
ity
.�

h
im
i.lg
.jp

）
で
、「
氷
見
市
企
画
広
報
室
市
民
の
声
・
広
報

担
当
」
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
3

名
様
に
、
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
、
シ
ン
ゾ
ウ
、
獅
子
丸
い
ず
れ
か
の

携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、「
読
者
の

広
場
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
方
に
は
、
す
て
き
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
贈
り
ま
す
。�

編集�
後記�

市民の声�
　市政全般について、市民の皆さんからのご意見やメッセー
ジなどをお待ちしています。「シュリケンはどこに？」と
同じ方法でお寄せください。�

企画広報室市民の声・広報担当　　74‐8012

「シュリケンはどこに？」 1月号の正解�

4ページ上段の10大ニュースに隠れていました。�

■
「
正
月
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」�

�　
子
ど
も
の
頃
、お
正
月
に
な
る
と
家
族
そ
ろ
っ

て
、
百
人
一
首
を
し
て
い
ま
し
た
。
父
が
読
み

手
と
な
り
、
母
と
私
た
ち
子
ど
も
の
3
人
が

取
り
手
と
な
り
ま
し
た
。
当
然
、
一
番
上
の
私

が
一
等
賞
で
、
い
つ
も
得
意
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
全
部
覚
え
た
時
は
、
一
年
中
、
お
正
月
な

ら
い
い
と
思
う
ほ
ど
百
人
一
首
が
好
き
に
な

り
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
て
、
万
葉
カ
ル
タ
に

挑
戦
し
て
み
た
も
の
の
・
・
ダ
メ
。
子
ど
も
の

頃
に
覚
え
た
も
の
は
忘
れ
な
い
も
の
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
北
大
町
　
Ｙ
／
Ｙ
）�

��　
毎
年
、
お
正
月
が
近
く
な
る
と
家
中
の
障
子

を
張
り
替
え
る
の
が
、
私
と
妹
の
仕
事
で
し
た
。

冬
休
み
に
入
る
と
作
業
開
始
で
す
。
そ
の
数
は

半
端
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
3
日
程
か
け
て
張

り
替
え
ま
す
。
そ
の
後
、
親
か
ら
お
礼
を
言
わ

れ
、
家
の
中
が
明
る
く
な
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
大
野
　
Ｈ
／
Ａ
）�

��　
私
に
は
、
お
正
月
の
前
に
す
る
仕
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
家
で
使
っ
て
い
る
や
か
ん
三
つ

を
キ
レ
イ
に
磨
く
こ
と
で
す
。最
初
は
嫌
だ
な
ぁ

〜
と
か
、
面
倒
だ
な
ぁ
〜
と
か
、
い
ろ
い
ろ
思
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
今
で
は
、
そ
れ
も
年
中
行

事
の
一
つ
と
な
り
ま
し
た
。
換
気
扇
の
よ
う
に

ネ
バ
ー
と
し
た
汚
れ
や
焦
げ
付
い
た
汚
れ
な

ど
・
・
・
。
で
も
、
今
年
の
汚
れ
は
今
年
の
内
に
。

や
か
ん
の
汚
れ
を
落
と
さ
ず
に
新
年
を
迎
え

る
と
、
心
が
ム
ズ
ム
ズ
す
っ
き
り
し
な
い
気
が

し
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
年
も
す
っ
き
り
生
き
る

た
め
、
や
か
ん
を
磨
き
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
薮
田
　
Ｈ
／
Ｔ
）�

��　 
12
月
30
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で
、
ク
ラ
ブ

が
休
み
に
な
っ
た
か
ら
と
、
3
人
の
孫
が
大

き
な
荷
物
を
持
っ
て
来
ま
し
た
。
静
か
な
我
が

家
は
賑
や
か
に
。
そ
し
て
狭
い
様
に
感
じ
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
見
る
と
随
分
と
大
き
く
な
り
、

孫
は
、「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
少
し
小
さ
く
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
。」
と
一
言
。
お
年
玉
を
あ
げ
る
と
、

あ
り
が
と
う
。
食
事
の
後
も
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
。

別
に
良
い
も
て
な
し
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た

が
・
・
。
3
日
の
夕
方
、
迎
え
に
来
た
親
の
車

に
乗
っ
て
、「
今
度
、
い
つ
来
ら
れ
る
か
な
ぁ
ー
」

と
言
っ
て
、
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
あ
っ
と
い

う
間
の
五
日
間
で
し
た
。
　（
柿
谷
　
Ｔ
／
Ｍ
）�

元日、十二町潟水郷公園へハクチョウを見に行ってきまし
た。ハクチョウの寿命は10年くらいですが、親子や夫婦
の絆がたいへん強く、一生、同じ夫婦で暮らすとも言わ
れています。また、越冬の時期が終わっても、傷ついた仲

間のために、北のシベリアへ帰らない群れがあったという話もありま
した。私たち人間も、思いやりの心を大切にしたいものですね。�

　昨年11月25日、ハクチョウの親子2組5羽が十二町潟水郷公園
に飛来し、12月末で21羽が確認されています。十二町潟水郷公
園への飛来は、平成6年の冬から始まり、平成18年の冬には、30
羽のハクチョウが飛来しました。�

今年もハクチョウがやってきました

12月28日（金）、甲斐海雄さん（園）撮影�
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元旦マラソンで気持ちも新たに�

　1月4日（金）、5日（土）の両日、氷見市での就職情
報や空き家情報などを提供する「Ｕ・Ｉターンフェア
in氷見」が海鮮館で開催され、氷見商工会議所と氷見
市の担当者が、観光客や帰省客に氷見のＵ・Ｉターン
情報や観光情報などを提供しました。�

　1月4日（金）、氷見魚市場で今年の豊漁と漁の安全・
商売繁盛を願う平成20年の初市式が行われました。
また、この後に開かれた初競りでは、水揚げされたば
かりの寒ぶりやメジマグロなどが、威勢良く競り落
とされました。�

　1月10日（木）、阿尾保育
園児26人が昨年8月に種ま
きをして育てたそばを使って、
そば打ち体験と試食会を楽
しみました。これは氷見市
農業委員会が、農業の担い
手不足や高齢化などで増え
続ける遊休農地の解消活動
の一環として、平成13年か
ら実施しているものです。�

そば粉をこねる園児たち　�

初市式・初競り�

はじめませんか氷見のくらし�

そば打ち楽しいな�

　1月1日（火・祝）、窪地区と速川地区で恒例の元旦
マラソン大会が開催され、大勢の参加者が、時おり雪
のちらつくコースを力走しました。�

2㎞と4㎞のコースに分かれて、約330人が参加して行われた�
「第26回窪元旦マラソン大会」�

2㎞と4.6㎞のコースに分かれて、約200人が参加して行われた�
「第30回速川元旦マラソン大会」�

担当者の説明を聞く来場者�

 「速川地区交通安全ヒヤリマップ」が完成し、1月18
日（金）に速川小学校で披露されました。�
　このマップは、昨年10月に速川地区の交通安全母
の会や老人クラブ連合会の会員とともに、速川小学
校3年生12名が作成した地図を基に作られたもので、
氷見警察署の谷原交通課長がマップの説明をし、児
童に交通安全を呼びかけました。�

交通安全ヒヤリマップ完成�

ヒヤリマップを披露する速川小学校3年生と氷見警察署の谷原交通課長（中央）�

３６５本の寒ぶりが次 と々競り落とされた初競り�
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保
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め
再
生
紙
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し
て
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ま
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人口と世帯�
（平成20年1月1日現在）（外国人登録人口は除く。）�

総人口�

　男�

　女�

世帯数�

＊（　　）内は前月比�＊（　　）内は前年比�

 54,991人　 （－ 47人）　�

 26,314人　 （－ 23人）　�

 28,677人　 （－ 24人）　�

 17,248世帯 （＋ 1世帯）�

人身事故件数�

負傷者数�

死者数�

うち高齢者死亡者数�

 7件 （＋ 6件）�

 7人 （＋ 6人）�

 0人 （± 0人）�

 0人 （± 0人）�

市内の交通事故発生状況�
（平成20年1月15日現在）�

今月納期の市税�
・固 定 資 産 税　4期�
・国民健康保険税　8期　　

納期限  2月29日（金）
�

夜間窓口（市税の相談・納付ができます。）�
・日時　2月15日（金）午後8時まで�
・場所　市役所税務課�
お問い合わせ　税務課　　74‐8041

新成人のつどい�
　1月13日（日）、ふれあいスポーツセンターで新成
人とその家族が出席し、「新成人のつどい」が開催され
ました。今年、成人の仲間入りをしたのは、昭和62年
4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた人で、
氷見市では542人が新成人となりました。�
　この日の式典では、お祝いの言葉や有磯太鼓、氷見
網起し木遣りのアトラクションのほか、「ありがとう・
おめでとうメッセージ」も披露され、式典会場はおご
そかな雰囲気に包まれました。�
　また、海浜植物園では「新成人と市長のまちかどトー
ク」が行われ、新成人4人が二十歳の決意や夢・抱負な
どを堂故市長と語り合いました。�

消防出初め式�

「新成人と市長のまちかどトーク」に参加した松岡恵里佳さん、清水誠さん、
堂故市長、江添由佳さん、中谷内真也さん（左から順に）�
【このトークの模様は2月3日（日）から行政チャンネルで放送します。】�

はしご登りを披露する氷見消防署員�

二十歳の抱負を発表した�
大嶋朱実さん�

司会を務めた田向寛志さん（左）、�
川口ことみさん（右）�

　華やかな晴れ着姿やスーツ姿の新成人が
集った「新成人のつどい」会場�

湊川で行われた�
一斉放水�

　1月4日（金）、消防20分団と婦人消防隊連合会など
約380人が参加して、市民会館前で消防出初め式が行
われました。式典では、市長の年頭のあいさつや消防
団長の訓示のほ
か、はしご登り
や木遣り歌の披
露、団員の分列
行進と消防車両
による一斉放水
も行われました。�
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